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1巻頭言

巻 頭 言

世界的に見て、二十世紀は構造工学にかかわる研

究者や技術者にとって大きな変革の時期であり、近

代的な耐震工学が確立した世紀でもあった。我が国

は、関東地震（1923年）から兵庫県南部地震（1995年）

まで、数多くの地震災害の経験から各種教訓を得る

と共に、科学的な側面からの分析が進み学術・技術

両面に渡って大きく進歩した。それに伴って国の法

令（建築基準法）や日本建築学会をはじめとする各種

学協会による基・規準類の整備も進んだが、工学倫

理（技術者倫理）の未成熟が問題を生み出した。建築

物を造り出す際に最も大切なことは、「信頼できる」

技術を、「正しく」使って、「要求性能」を実現する

ことであり、これらのバランスが崩れた時に、安全

と安心を与えられない建物が世の中に出現する。

さて、構造設計は、極めて広領域に渡った創造的

部分を含む重要な職域である。大げさに言えば、計

画、設計、施工、維持管理、及び解体・再利用の各

過程に、構造・材料の専門家として参画し、持続的

社会の構築に貢献する役割を有する。構造計算はこ

のプロセスに含まれ、ある仮定の下で、解析的手法

によって安全性や使用性を確認するものである。そ

こでは、用いている仮定や解析的手法が適切かどう

かを常に考えながら計算を進めることになる。学会

等の基・規準に書いてあるから用いるのではなく、

本質を理解した上で用いるようにしなければいけな

い。そうでないと、所謂ハンドブックエンジニアに

なってしまい、物理的意味を知らずに構造設計をし

てしまう。実務における構造設計及び施工業務では、

施主若しくは発注者が提示する投資額を含む諸条件

の下で、建築計画・意匠、構造、設備・環境、施工

及び積算の各分野が、達成可能な最適なものへと全

体計画を集約していく中で、構造設計者も意思決定

に関与していく。構造設計者の役割は、構造・材料

にかかわる各種要求性能の実現方法提示であり（最

適な構・工法の提示・提案若しくは新開発）、使用

さらなる安全と安心に向けて　－免震構造－

渡邉史夫京都大学

性、耐震性及び耐風性などの構造性能、更には、

耐久性、耐火性、施工性、建設期間、経済性、環

境適合性等、幅広い要求への対応が求められる。

そのため、構造設計者には、構造解析に加えて、

建築構造・材料学を基本とした幅広い知識が求

められる。常に進歩していく建築技術や社会の

変化を学ぶための継続的職能開発（Continuous

Professional Development）が不可欠である。さて、

構造設計について述べる場合、計算機ソフトウエ

アーの問題を避けるわけにはいかない。人類の生

活を大きく変えた電子計算機の発明とその信じら

れないほど急速な進歩が生み出した計算機ソフト

ウエアーは、従前では不可能であった高度な解析

を可能とするものである。現在の構造設計が、計

算機ソフトウエアー無しには語れない状況にある

ことは言うまでもない。しかし、そこには計算機

ソフトウエアーを理解し、正しく用いるという条

件があり、使用者には構造工学の知識修得と構造

的センスの醸成が欠かせない。これを怠ると、得

られた結果が妥当なものかどうかの判断が出来ず、

誤った結果をそのまま構造設計に反映させてしま

う結果になる。以上のように、構造設計者は、高

度に専門化された特殊な職能を持つ人々でなけれ

ばいけないが、最近の「耐震偽装問題」で構造設

計者に対する信頼が損なわれているのは嘆かわし

いことである。このような状況は、ごく一部の構

造設計者が引き起こした不祥事ではあるが、構造

設計者がもう一度襟をただし、本来の役割を再認

識する機会ととらえ、国民からの信頼を回復する

よう更なる研鑽を期待するものである。

最後に、現在までの耐震設計法がどのようなバッ

クグラウンドに基づいているかを考えることによっ

て、免震構造にたどりついた経緯を見てみてみよ

う。わが国では、地震に対する設計法の開発が主

体であり、第二次大戦後の福井地震（1948年）を
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経験した後に、近代的な耐震設計法が建築基準法に

取り入れられた（1950年）。その後の十勝沖地震

（1968年）で多くの鉄筋コンクリート建物の柱にせん

断破壊被害が発生し、せん断補強筋に対する構造規

定が強化された。宮城県沖地震（1978年）の経験をへ

て新耐震設計法が策定され、1981年の建築基準法改

定となった。その後、New RCプロジェクトの成果

に基づいて数多くの高層建物（60m以上）が、大臣認

定ルートを用いて、設計、建設された。わが国の耐

震設計技術が極めて高く世界的にも屈指のものであ

るとの自負心を持ち始めたころ、1995年に、兵庫県

南部地震が発生した。この地震は、死者6,000名以

上という未曾有の大災害となった。問題となったの

は、1981年以前の基準で設計された建物、所謂既存

不適格建物の存在であり、被害もこの種建物に数多

く見られた。不遡及の理屈により、これらの建物の

存在が法的には認められるものの、ひとたび大地震

が襲えばきわめて大きな被害が発生することは明ら

かであり、これに対処するために耐震改修の促進に

関する法律が制定（1995年施行、2007年改正施行）さ

れ、公共建物を中心とした耐震改修が進められてい

る。兵庫県南部地震後は、得られた教訓に基づいて、

建物に対する性能設計（Performance based Design）

が志向されている。カリフォルニア構造技術者協会

（SEAOC）の提唱したVision2000では、地震動を、し

ばしば発生（Frequent）、時々発生（Occasional）、稀

に発生（Rare）、ごく稀に発生（Very rare）の4種類に、

建物の性能を無被害（Fully Operational）、継続使用

可能（Operational）、人命の喪失なし（Life Safe）、ほ

ぼ崩壊（Near Collapse）の4種類に分けている。すな

わち、従来のように大地震に対して安全を保証する

といった見方のみでなく、地震動のレベルと建物機

能に対する許容損傷の関係で、性能を評価する方向

に向かっている。これは、近年の事業継続性

（Business Continuity Plan）といった考えにつながるも

のである。このような性能設計では、建物の用途に

応じてバラエティに富んだ性能要求が出てくる。た

とえば、ある建物は、地震時に人命が失われなけれ

ばよいとされるかもしれないし、また、機能上床の

応答加速度をある値以下に抑えなければいけないと

されるかもしれない。このような各種要求に応じる

ためには、従来の耐震設計手法では限界がある。そ

こで脚光を浴びるのが免震構造や制振（震）構造で

ある。特に、免震構造の場合には、免震層を含む上

部構造の固有周期が地動の卓越周期と大きく離れて

いることにより、変形は大きくなるが上部への地震

動入力は格段に減少する。すなわち、免震構造は、

高度な要求性能を満足するためのエースとして登場

した技術と位置付けられる。特別な能動的制御を必

要とすることなく上部構造への地震動入力を根元か

ら断つわけで、これほど確実な方法はない。もちろ

ん、適切で信頼できる材料の選定や解析の確かさ等

が保証されなければならないし、より高度な性能実

現を目指していることを忘れてはいけない。また、

免震層より上の部分は、従来の塑性域まで考慮した

耐震設計とは異なり、弾性応答するものとして設計

されている。したがって、長期荷重に対する設計の

重要性の度合いが大きくなっている。すなわち、従

来気にかけてこなかったコンクリートの乾燥収縮や

クリープの重要性が増してくると考えられるので注

意が必要である。いろいろ注意点はあるが、その特

徴を十分理解して用いれば、免震構造は極めて高い

性能を保証できる構造形式である。

「信頼できる」技術を、「正しく」使うことによって、

さらなる安全と安心を目指すことが「免震構造の将

来発展につながる」を結語として巻頭言としたい。
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3巻頭言

40年以上建築界にお世話になっておりますが、本

年、建設事業関係功労者等国土交通大臣表彰されま

した。表彰は「多年建築設計監理業に精励するとと

もに関係団体の役員として業界の発展に寄与した」

ことによります。免震構造に係わる多くの技術者の

種々の努力が建設事業関係分野で認識されてきたも

のと思われます。

この機にこれまでを振り返ってみると、学校で建

築を学んだあとすぐ実業に携わりましたが、その後、

多くの地震が発生しそのたびに建築構造の分野で新

たな問題が起こりそれに取組むことの繰り返しでし

た。1968年「十勝沖地震」ではRC造の短柱のせん断

破壊、1975年「大分県中部地震」では倒壊原因の調

査と再建技術の業務、1977年積層ゴムの開発がされ

そのアイディアに驚愕、現在の免震技術の基礎に触

れました。1978年「宮城県沖地震」でピロティ構造

などが倒壊し、構造計画上の問題が浮上しました。

1980年新耐震基準が示され翌年より施行に当たり設

計例の作成、1983年に日本初の八千代台免震住宅が

施工されたのをきっかけに免震構造の開発業務に携

わりました。同年「日本海中部地震」発生、1989年日

本建築学会編の「免震構造設計指針」が出版され、

1992年に日本建築学会“免震構造技術の最近の開発

に関する国際ワークショップ”が世界で初めて開催

され参加しました。この時、Base Isolationといってい

たものをSeismic Isolationにすると決まりました。1993

年日本免震構造協会（JSSI）設立、1995年「兵庫県南

部地震」発生、2棟の免震建築物が効果を発揮、1995

年JSSI「免震構造入門」出版及び、全国講習会開催、

1999年協会社団法人認可、2000年免震建築物の技術

基準と免震部材に関する技術基準が告示された。こ

れまで免震建築物の建設は大臣認定のみであったが

「等価線形化法による構造計算法が示され、建築確

認でも可能となった。2003年応答制御部会による日

本で初めての制振に関する「パッシブ制振構造設計

国土交通大臣表彰に際して

可児長英日本免震構造協会　専務理事

施工マニュアル出版」、2004年「新潟県中越地震」

発生、免震建築物が効果を発揮、2004年協会創立

10周年記念国際シンポジウム「応答制御建築物の

性能に関するシンポジウム」開催、2004年協会指

定性能評価機関になり、2005年「福岡県西方沖地

震」、免震効果確認、2008年協会創立15周年記念事

業開始と続きました。

1960年代、手塚治虫氏と真鍋博氏が50年後の日

本を想像した本によれば2004年には鉄腕アトムが

誕生し東京には高層ビルが林立し空中スクータが

飛び交うことであったことを思い出します。まだ

鉄腕アトムにまでは至っていませんが、近い将来

技術の進展により可能になりそうです。

免震や制振は、考えは昔からあり、多くの関係

者がいろいろなアイディアを持って試されました

が、なかなか成功しなかったようです。当時、粘

弾性材を用いて挑戦していましたが上手くいきま

せんでした。やがて積層ゴムの開発があってそれ

以降確実なものになったと言えます。

20世紀は、木材や煉瓦、鋼材など単一の素材で

構成された建物か、砂と砂利とセメントによるコ

ンクリートに鋼材を組み合わせた複合材である鉄

筋コンクリート造建物で地震力に抗していました。

作用する地震動エネルギーの吸収はこれら自身で

行なっています。このためこれら構造システムで

は大地震に起きるエネルギー吸収後は何らかの補

修が必要になる場合があり、その修復には時間と

コストがかかるわけです。

これに対して、免震や制振構法は装置にエネル

ギー吸収をさせています。これまで建築界であまり

なじみのない材料ですが装置を取り替えることが出

きるということで、修復性は極めてよいことになり

ます。修復の考え方に大きな影響を与えています。

このところ大きな地震が毎年のように全国各地

に発生しています。そのたび免震構造は免震効果
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を発揮しています。免震建築物が注目されるのは地

震時の性能に加え地震後のインフラ回復と同時に建

物機能が発揮できることです。現在の免震構造は受

働型ですが、いずれは何らかの方法で制御された主

働型も加わっていくのではないでしょうか。

これからは、今まで以上に、建物の持つ性能を明

示するようになると思います。また、建物使用期間

中の制御装置の取り替え等も考慮した設計とすれ

ば、所定の性能を発揮する建物に対するコスト感覚

の方も、現在のイニシアルコスト型からライフサイ

クルコスト型に変わっていくのではないでしょう

か。そこで初めて、免震建築物の社会での認知も高

まります。そのために、今やっておかなければなら

ないことがいくつかあります。

技術者がこの応答制御に関する技術を着実に行え

るようにしておくこと。大学・高専での応答制御技

術に対する講座の設置。長期間安定して性能を発揮

できるような装置の開発、そして性能維持のための

維持管理方法の構築などでありましょう。50年後の

技術はどのような状況にあるのでしょうか、気にな

るところです。以下は推定です。

建物の構造は現在のコンピュータエイドからコン

ピュータコントロールに移行していて、構造骨組み

にはセンサーとコンピュータが組込まれ、ハイロバ

ストでソフィスティケートされたアルゴリズムによ

り、応答制御されています。構造システムは極めて

シンプルになっていますが、制御要素は相当に高度

化されています。一定期間を経たものに対する部

材・装置交換システムもモニタリングの結果を反映

するよう整備されています。応答制御された建物の

性能は上記の部材や装置の交換のシステム化などが

進んでいるため確実にその性能を発揮できる状態を

維持していますので、ひとたび地震が発生すればそ

のレベルに応じて部材や装置などは役を果たした

後、自ら交換の要求を行います。

力学の基本理念は不変としても、構造技術者のあ

りようもすっかり変わっていて、エネルギーの分布・

蓄積と消散のロジックの支配の中にいるのでしょう。

21世紀は、技術者が信頼性の高い技術を駆使し、進

展させることによって、建物は人命の保護はもとよ

り財産の保全、機能の確保を確なものとし、これに

より都市の脆弱性を少しでも緩和し、今より、もっ

と安全と安心の都市づくりに寄与できる時代になっ

ているのではないでしょうか。

4 MENSHIN NO.62 2008.11
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1 はじめに
本計画は、現在、広島県三原市内にある総合病院

を同市内に全面移転するものである。

建物は323床を有する総合病院であり、災害拠点病

院としての機能を備えるため、ヘリポート（場外離着

陸場）を建物屋上に配置すると共に、高い耐震性を確

保した免震構造としている。

本稿では、建物の計画概要および構造設計の概要

を紹介する。

2 建物の概要
建物名称　医療法人里仁会興生総合病院移転新築

計画

建設場所　広島県三原市円一町2丁目

用　　途　病院

建 築 主　医療法人里仁会興生総合病院

設 計 者 （株）フジタ広島支店一級建築士事務所、

（株）高環境エンジニアリング一級建築

士事務所

工事監理　住田建築設計事務所、

（株）フジタ広島支店一級建築士事務所

施　　工 （株）フジタ広島支店

建築面積　 3569.35m2

延床面積　23239.94m2

軒 高 さ　32.55m

構造種別　地下部：鉄筋コンクリート造

地上部：柱鉄筋コンクリート造

（一部鉄骨造）＋梁鉄骨造

架構形式　地上部：ラーメン架構

地下部：耐震壁付きラーメン架構

基礎形式　既製杭（プレボーリング拡大根固め工

法：Hyper-MEGA工法）

地盤改良（静的締固め砂杭工法：

SAVEコンポーザー工法）

免 震 建 築 紹 介

医療法人里仁会興生総合病院移転新築計画

図1 外観パース

嘉本 満雅
フジタ

大井 康敬
高環境エンジニアリング

5免震建築紹介

図2 基準階伏図
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6 MENSHIN NO.62 2008.11

3 構造計画
地上部は柱を鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）、

梁を鉄骨造とした複合構造とし、地下部は全て鉄筋

コンクリート造とした地上8階・地下1階建の計画と

している。地上部の柱梁接合部は、施工性を考慮し、

囲み板形式としている。詳細を図3に示す。

主要な部材断面は柱がB×D＝850mm×850mm、梁

はH-600×300×12×25である。コンクリートは設計

基準強度Fc24～Fc33を使用している。

基礎は高支持力既製杭（プレボーリング拡大根固め

工法：Hyper-MEGA工法）とし、設計GL-28～30m以深

の砂礫層（N値50以上）を支持層としている。また、液

状化の可能性あるGL-7m以浅については、静的締固

め砂杭工法（SAVEコンポーザー工法）を採用している。

4 免震構造概要
免震部材の配置図を図5に示す。免震部材はB1階

と1階の床下に設けた免震層に、鉛入り積層ゴム

（800φ～900φ、計30基）、天然ゴム系積層ゴム（700

φ～1000φ、計30基）、粘性ダンパー（1000kN用、4

基）および剛すべり支承（μ＝0.013、μ＝0.10、計3

基）を使用している。

積層ゴムの長期面圧は10N/mm2程度以下とし、バ

ランス良く配置を行うことにより、せん断歪みが

50％～225％の範囲での免震層の偏心率は最大2.0％

となっている。固有値解析の結果、100％せん断歪み

時の等価1次固有周期は、X方向が3.599秒・Y方向が

3.626秒となった。また、免震部材に粘性ダンパーを

組み込むことにより、中小地震での減衰性の向上も

図っている。

図3 柱梁接合部詳細

図4 軸組図
図5 免震部材配置図
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7免震建築紹介

5 設計方針
目標耐震性能は表1のように定めた。

6 上部構造の時刻歴応答解析
6－1 入力地震動

本敷地は、1～2mが埋土層、その下のGL-20～25m

付近までが砂質土主体の沖積層となっており、以深

に砂礫層主体の洪積層が分布している。PS検層の結

果、GL-26.7m以深より概ねVs＝400m/s以上の洪積層

が続いており、この層を告示波作成時の工学的基盤

としている。

設計用入力地震動を表2に示す。

6－2 解析モデル

本建物の時刻歴応答解析の解析モデルは、免震部

材下部を固定とし、上部構造を8質点の等価せん断型

モデルとしている。復元力特性はノーマルバイリニ

ア型を用いた。減衰定数は、上部構造の1次固有周期

に対して2％の瞬間剛性比例型とした。

免震層は鉛入り積層ゴムと天然ゴム系積層ゴムを

せん断ばね、粘性ダンパーをダッシュポットとして

モデル化した。鉛入り積層ゴムのせん断ばねの復元

力特性には、実験結果を元に修正バイリニアと

Ramberg-Osgoodモデルを組み合わせた修正BROモデ

ルを用いている。減衰定数はせん断ばねを0％とした。

6－3 解析結果

レベル2地震動に対し、最も免震層のベースシア係

数が大きくなった加力方向の最大層せん断力係数と

最大層間変形を図6に示す。

（免震部材は標準状態とする。）

免震層の最大層間変形は、27.3cm（ARTKSH23、X

方向）で、免震層クリアランスの50cm以下となった。

図6 最大層せん断力、最大層間変形（Y方向）

表1 目標耐震性能

表2 設計用入力地震動
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8 まとめ
本建物は2008年3月に建築着工し、2009年6月の竣

工に向けて現在施工中です。施工的にもより高品質

な建物を造り上げるために、精度の向上を図ってい

ます。（図9参照）

最後に、本建物の設計をまとめるにあたり、多く

の方々にご指導や助言をいただきました。この場を

お借りして感謝を申し上げます。

7 免震部材の設計
免震部材の支持能力を検証するため、立体非線形

応答解析を行い、地震動が水平2方向および上下方向

に同時に作用した場合の免震部材に生じる応力に対

する検討を行った。モデルの概要を図7に示す。

立体解析の結果、いずれの免震部材にも引抜が発

生することがないことを確認した。鉛入り積層ゴム

800φの変形性能図とARTKSH23入力時の応答を図8

に示す。

図8 変形性能図（ARTKSH23 800φ）

図9 免震部材施工状況

図7 立体解析モデル概要
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1 はじめに
本建物は、渋谷区代々木に建設された地上26階建

ての超高層タワー校舎である（2008年2月竣工）。

新校舎は次のような特徴を有している。15～16階の

建物側面に南北に抜ける大きな開口を有しており、空

中キャンパスとして学生たちの憩いのスペースを提供

する。この空中キャンパスを境に上下で用途が分けら

れ、地下1階～14階の低層階が教室・事務所、17階～

26階までの高層階が住宅となっている。さらに、住宅

階の中央部は空中キャンパスから屋上までの吹抜けと

なり、内部まで光を取り入れる計画となっている。

このように上下階で全くモデュールが異なる空間

の実現という課題に対して、内部空間の自由度を最

大限高めるため連層耐震壁を外周部に配置し、更に

免震構造との組み合わせによって壁厚を極力薄くし、

建築デザインとの融合を図った。

ここでは、架構計画および免震計画の概要につい

て紹介する。

2 建築概要
建物名称：代々木ゼミナール本部校　代ゼミタワー

建 築 主：学校法人　高宮学園

用　　途：専修学校・共同住宅

建 設 地：東京都渋谷区代々木2-25-1

設計監理：大成建設株式会社　一級建築士事務所

施　　工：大成建設株式会社　東京支店

建築面積： 1,160.71m2

延床面積：27,175.10m2

階　　数：地上26階/地下3階

最高高さ：134.0m

基　　礎：直接基礎（支持層　東京礫層）

構造種別：地上RC造S造（一部CFT）

地下RC造SRC造、B1F床下免震（セミア

クティブ）

免 震 建 築 紹 介

代々木ゼミナール本部校　代ゼミタワー

写真1 全景写真（南面）

篠崎 洋三
大成建設

藤山 淳司
同

9免震建築紹介

図1 構造パース
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3 構造計画概要
図1に構造フレームを、図2に構造システムの概要

を示す。連層耐震壁として境界梁で連結されたRC造

壁柱（壁厚640mm、幅約9m、以下スーパーウォール）

を両妻面全層にわたって配置し短辺方向の耐震要素

を集約している。長辺方向は、南側コアと北側教室

空間との境界部を利用して鉄骨ブレース架構（以下、

コアフレーム）を構成している。両妻面のスーパー

ウォールをコアフレームで繋ぐことによって、平面

的に大きなH型状のストラクチャーを形成し、建物と

しての剛性と耐震性を高めている。教室内やEVシャ

フト内の柱（径φ350mm、φ200mm）は水平力を負担

する必要が無く、フレキシブルな空間を実現した。

スーパーウォール以外の構造は鉄骨造とし、コアフ

レームの柱にはCFT構造を採用している。高層階は

中央吹抜けをはさんで住居スペースとなっており、

低層階とは柱配置が異なる。そこで、17階の設備専

用フロアを利用してメガトラス架構を構築し、住宅

階の荷重を両妻面のスーパーウォールに流している。

これにより、低層階の大空間教室を可能とするとと

もに、中間の空中キャンパスを無柱として開放性の

高い空間を実現した。

4 免震計画（セミアクティブ免震システム）
敷地が東西方向に傾斜しているため東側の正面エ

ントランスは1階、西側の住宅用エントランスは地下

1階となっている。また、地下2、3階は主に駐車場で

あることから免震層は地下1階床下とした。なお、地

上階と異なり、地下階は敷地形状に合わせて計画さ

れている（図3）。免震範囲については、高層範囲に限

定する案と地下1階全体とする案の比較を行い、

EXP.Jを外周部に限定し居室内への漏水の危険性を排

除できる後者案を採用した。

免震システムは、天然ゴム系積層ゴム支承とオイ

ルダンパーからなり、オイルダンパーの半数を可変

減衰型とするセミアクティブ免震システムを採用し

た。本システムは建物の応答性状に応じて可変減衰

図2 スーパーウォール構造システムの概要

図3 配置図（免震範囲）
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11免震建築紹介

ダンパーの減衰係数を適時に切り替えるセミアクテ

ィブ制御によって免震層の変形を小さく抑え、かつ

上部構造の加速度応答を低減できるシステムである。

本建物では、パッシブダンパーのみで構成される場

合に比べて、約20％程度の加速度低減効果を得るこ

とができた。

可変減衰ダンパーの減衰係数はCH（高）とCL（低）の

2値をとり、コンピュータからの指令により切り替え

られる。建物の応答は各所に配置したセンサーにて計

測し制御コンピュータで管理している。コンピュータ

を使用するにあたり、常時モニタリングによる異常

検知システムを取り入れて、信頼性の高いシステム

とした。また、常時は可変減衰ダンパーの減衰係数

はCHに設定されており、異常時には減衰係数が固定

されて万一の場合にも免震層の変形が過大とならな

いように配慮している。

5 目標耐震性能と設計用入力地震動
表1に目標耐震性能を示す。設計用入力地震動は標

準3波、告示波3波および模擬地震動1波とした。模擬

地震動は、過去の代表的な歴史地震である1923年の

南関東地震（M7.9）を対象として震源の断層モデルを

想定し、計画地までの伝播経路を考慮して作成した。

なお、基礎底レベルでVs＝430cm/secを示しており、

基礎直下を工学的基盤とした。

6 地震応答解析結果
解析モデルは動的挙動を忠実に再現できる曲げせ

ん断型の擬似立体モデルとした。図6にレベル2入力

地震動による短辺方向の応答結果を示す。応答加速

度は頂部付近を除き100gal程度以下となっており、最

大層間変形角は1/400程度以下に抑えられている。免

震層変位は最大で35.7cmである。スーパーウォール

直下の免震支承の長期軸力に対する引抜き力の比率

は最大でNE/NL＝0.75、最小面圧は3.1N/mm2であり引

抜きは生じていない。最大応答せん断力係数は最下

層で8％であり、弾性限耐力に対して十分な余裕を有

している。なお、長辺方向についても概ね同等の応

答結果が確認されている。以上のように、本建物は

高い剛性と耐力を有するメガストラクチャーと免震

構造を組み合わせることによって、変形耐力ともク

ライテリアに対して十分に余裕が有り、高い耐震安

全性を有する建物となっている。

7 高層階の地震力伝達
前述のように、高層階北側の直下は吹抜け空間と

なっているため、長辺方向に生じる地震力は高層階

の隔階に設けられた連絡ブリッジを介してコアフレー

ムに伝達する計画としている。図7に静的モデルの長

辺方向加力によって求めた各階ブリッジが負担する

せん断力を示す。

図7に示すように北側からコアフレームに伝達され

る地震力のうち8割を17階で負担している。そこで17

階床面については吹抜けを囲むように水平ブレース

図4 セミアクティブ免震システム

図5 免震層配置計画

表1 耐震性能目標
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12 MENSHIN NO.62 2008.11

8 まとめ
中間に吹抜け空間を有する連層耐震壁で構成され

た超高層免震建物の耐震性能および高層階の居住性

能について報告した。剛性と耐力に優れたメガスト

ラクチャーと免震構造を組み合わせることで、高い

耐震性能を有する自由度の高い建物空間を構築する

ことができた。

を配置してスーパーウォールおよびコアフレームと

一体化し、十分な剛性と耐力を確保する計画とした

（図8）。なお、高層階の地震応答では高次モードの影

響を考慮する必要がある。そこで、時刻歴応答解析

によってブリッジに生じる最大応力を求め、図6に示

す静的モデルによる値以下であることを確認した。

図8 17階床伏図

図6 地震応答解析結果

図7 高層階連絡ブリッジの地震力伝達

009-012紹介02_代々木.qxd  08.11.13 3:41 PM  ページ 12



1 はじめに
シスメックステクノパーク計画は、医療用検査機

器や試薬の製造・販売で事業拡大中のシスメックス

（株）が、世界戦略の拠点とすべき研究施設の構築

をめざすものであり、4棟の新築と3棟の改修が計画

された。

中でもこのR&Dタワーはその中枢をなす研究施

設で、1階には収容人数600名の大ホールを有し、建

物外観にはスパン毎交互に配置された吹抜けが表出

している。

この吹き抜け部は、コラボアトリウムと呼ばれ、

積層する研究スペースを縦につなぐことで、研究員

や技術者たちのアイデア創出や研究開発の促進をめ

ざすものである。

2 建物概要
建 築 主　　シスメックス株式会社

設 計 者　　株式会社竹中工務店

施 工 者　　株式会社竹中工務店

建 設 地　　兵庫県神戸市西区高塚台

建築面積　　 2,727m2

延床面積　　24,401m2

規　　模　　地上10階　塔屋2階

最高高さ　　 50.49m

構造種別　　鉄骨造＋鉄筋コンクリート造

基礎形式　　直接基礎

免 震 層　　1階基礎免震

架構形式　　両方向とも耐震壁を有する

ラーメン架構

免 震 建 築 紹 介

シスメックステクノパークR&Dタワー

村上 陸太
竹中工務店

熊野 豪人
同

13免震建築紹介

写真1 建物外観

西崎 隆氏
同

写真2 コラボアトリウム

芹澤 好徳
同
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14 MENSHIN NO.62 2008.11

3 構造概要
本建物における建築主の要求は、極めて稀に発生す

る地震動に対しても、建物はもとより重要な研究者や

技術者の人命と企業の研究成果を守るための高い耐震

性能および平面レイアウトのフレキシビリティを確保

することである。

その要求を実現するために、免震構造を採用した。

以下に基本的な構造計画を示す。

① RC耐震壁コア

建物は長辺約70m、短辺約40mの方形な平面形

状を有し、その両サイドのコアにRC耐震壁を

集約配置することで、上部構造の高剛性・高耐

力を確保した。

②メガフレーム耐震壁

さらに、塔屋階で両サイドコアを耐震壁でつな

ぐことで、アスペクト比の大きいコア耐震壁の

曲げ変形を抑制し、柔らかい鉄骨造を基本とし

たフレームに高剛性を付加している。

③大スパン純ラーメン鉄骨造

上記コアに挟まれた中央部分は、鉄骨造とする

ことで、約10m×13mの大スパンを構築してい

る。さらに、柱にはCFT造を採用することで構

造断面を極小化し、レイアウトのフレキシビリ

ティに富んだ執務空間を実現している。

④ 2階メガトラス

2階に1層分の成を有する鉄骨トラスを配置する

ことで、1階に28×29mの無柱空間を提供し、

大ホールを実現している。

⑤コラボアトリウム

コラボアトリウムを構成する6.4mの跳ね出しは、

先端の外装下地を構造体に取り組み、上下階の

連結による制震効果を考慮した。

図2 B通り軸組図

図1 一般階平面図
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15免震建築紹介

4 免震層の設計方針
本計画では、1階床下に免震材料を配置した基礎

免震形式とした。免震材料の選定方針を以下に示す。

・本建物重量を支持し免震周期を長くして、建物

の加速度応答を抑える。

・免震層のエネルギー吸収能力により、本建物に

必要な減衰性能を確保する。

・外周部に剛性の高い免震材料を配置することに

より、免震層のねじれ剛性を高め、偏心の影響

を少なくする。

・常時の風に対して居住性を損なわないように、

免震層の初期剛性を確保する。

上記方針の結果、免震材料には天然ゴム系積層ゴ

ム、鉛プラグ挿入型積層ゴム、摩擦型滑り支承を採

用した。免震材料の配置を図5に示す。

5 振動解析手法
1）耐震性能目標

建物および免震材料の耐震性能目標値を表1に示す。

図3 3,5通り軸組図

表1 耐震性能目標

図4 A-A’矢視図（切断位置は図1参照）

図5 免震材料配置図
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16 MENSHIN NO.62 2008.11

6 おわりに
R&Dタワーは2008年5月に、全体計画は同年10月

に無事竣工を迎えた。このようなすばらしい建物を

設計・監理する機会を与えていただいたお客様を初

め、関係者一同にこの場を借りて心よりお礼申し述

べたい。

2）振動解析モデル

解析モデルは、各階床位置を質点とする11質点等

価せん断型モデルとしている。

上部構造の復元力特性はRC耐震壁が主要耐震要素

であることから原点指向トリリニア型とし、免震層

においては天然ゴム系積層ゴムを弾性、鉛プラグ挿

入型積層ゴムを修正バイリニア、摩擦型弾性滑り支

承を正規バイリニア型とした。

減衰は内部粘性減衰とし、上部構造は基礎を固定

とした場合の1次振動数に対して3％の剛性比例型、

免震層については0％とした。固有値解析結果を表2

に示す。

3）入力地震動

振動解析に用いた入力地震動は、国土交通省告示

第1461号に基づく告示波3波（八戸位相、神戸位相、

一様乱数）と標準3波とした。表3に入力地震動の一覧

を示す。

4）応答解析結果

図6、7にレベル2時の標準状態における応答解析結

果を、表4に最大応答値の一覧を示す。最上階の応答

加速度は約180galであり、高い免震効果を実現して

いる。

表3 入力地震動一覧

図6 最大変位応答（レベル2）

表4 最大応答値一覧

図7 最大加速度応答（レベル2）

表2 固有周期
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1 はじめに
西新井大師総持寺は都内足立区に位置し、天長3年

（826年）弘法大師空海によって開創されたと伝えられ

る関東で最も古い真言宗豊山派の寺院であり、正月

時には初詣の参拝客で賑わう場所である。本堂は入

母屋造錣（シコロ）葺大屋根の壮麗な外観をもつ鉄筋

コンクリート造建築で、寺院の中核施設として親し

まれている。

昭和46年の建設で築36年を経過しており、耐震診

断の結果は補強が必要な建物と判定された。所有者

の要望に添い、

①できるだけ速やかに安全性を確保する。

②大規模な地震直後の継続的な使用を可能とする。

③耐震改修促進法の計画認定を取得し、増築を可

能とする。（本堂北側に増築建物を計画）

等の要件を満たす中間層免震による改修を計画した。

2 建物概要
図1に外観パースを、表1に建物概要を、図2、図3

に改修前後の1階平面図をそれぞれ示す。

建築物の平面形状は南北方向29.16m×東西方向

30.24mのほぼ正方形で、1階は階高が3.33mの寺務

室・倉庫用途、2階が正面大階段からアプローチする

本堂となっている。2階の階高は10.63mと高い。

免 震 建 築 紹 介

西新井大師総持寺本堂の免震改修

図1 外観パース

木村　誠
清水建設

貞広　修
同

17免震建築紹介

図2 1階平面図（改修前）

鈴木 泰介
同

表1 建物概要

図3 1階平面図（改修後）
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18 MENSHIN NO.62 2008.11

改修により1階が免震層となるため、正面大階段

下（南面）および建物背面（北面）の鉄筋コンクリート

壁を撤去して建具とした。基壇を切り下げて出入り

可能とし、本堂北側に増築予定の建物と一体的な利

用を図る計画とした。図4に開放的になった正面外

観、図5に外縁の束柱を撤去した側面の外観をそれ

ぞれ示す。

3 構造概要
3.1 改修計画

改修計画の概要を図6に示す。図に示すように1階

柱頭部に免震支承材を配置した中間層免震構法を採

用した。人の滞留頻度が高い2階本堂床ならびに瓦の

脱落が懸念される大屋根を免震化するとともに、増

し杭を含めた下部構造の補強を行うことにより建物

全体の耐震性能の向上を図った。

＜免震装置＞　免震支承材には、ゴム総厚が

200mmタイプの直径600～700mmの高減衰積層ゴム支

承（S1=36.1～36.64、S2=3.00～3.46）32台、すべり材

の直径300～400mmの弾性すべり支承7台、限界速度

1.5m/s以下のオイルダンパー8台（各方向4台づつ）を

採用した。免震層での偏心率が0.03以下となるよう

に配慮して支承材を配置した。図7参照。

＜下部構造＞　下部構造については、1階柱と基礎

つなぎ梁をコンクリート増し打ち補強した。改修に

よる鉛直荷重増分を現況の場所打ち杭に負担させ、

地震時の水平力については、先端深度GL-15ｍの鋼

管杭（500φ×9mm）108本を圧入工法により新設して、

基礎に作用する水平力の約70％をこれに負担させる

計画とした。

＜上部構造＞　上部構造については、2階の壁 6

か所の開口を一部閉塞することにより耐震壁とし、

上部構造の強度確保と剛性バランスの改善を行った。

2階大梁は1階柱切断時の建物重量を仮受けさせる必

要があるため、コンクリート増し打ちによる端部補

強を行ったうえでプレストレスを導入して既存部材

との一体化を図った。

図4 正面外観（左：改修前／右：改修後）

図6 改修計画概要

図5 側面外観（左：改修前／右：改修後）

改修後

改修前
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19免震建築紹介

その他、免震改修に伴い、内部階段を2階床梁から

の吊り構造に、外部階段を弾性すべり支承で支持す

る構造に、また2階外縁床部分は1階束柱を撤去して

はね出し架構としてなりたつように改変した。

3.2 性能目標

耐震改修設計における耐震目標性能を表2に示す。

建物全体の耐震性能向上を図るためには、杭を含

めた基礎の補強も重要となる。既存鉄筋コンクリー

ト場所打ち杭と増設鋼管杭の性能目標をそれぞれ表

に示すように設定し、これにより地震時の水平復元

力、鉛直支持力が確保されるものとした。杭の設計

では液状化を考慮した地盤の変形と建物の慣性力に

よる影響を同時に考慮する検証を行っている。

3.3 地震応答解析

解析モデルは図8に示す部材系弾塑性立体モデルと

した。免震支承材の復元力特性は菊地モデルとし、

すべり支承は標準バイリニア型でモデル化した。

免震層の一次固有周期はX方向3.483秒、Y方向

3.486秒である。（支承材のせん断ひずみ100％時、免

震層変位20.0cm）

検討用地震動を表3に示す。観測地震動3波と告示

模擬地震動3波の合計6波とした。告示模擬地震動は

工学的基盤で定義し、建設地表層地盤の増幅特性を

考慮して設計用地震波を作成した。

図9に極めて稀に発生する地震動に対する桁行方向

の応答解析結果を示す。免震層の変形量は420mm、免

震層上部の応答加速度は100～230cm/s2、応答層せん

断力係数は0.11～0.18の範囲にあり十分に低減されて

いる。図10に極めて稀に発生する地震動に対する桁行

方向の吸収エネルギーの時刻歴を示す。免震層の吸

収エネルギーの70％程度をダンパーが負担している。

図7 免震装置配置図

表2 設計用入力地震動

図8 解析モデル

表3 検討用地震動
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4 施工
鋼管杭の圧入は2階梁端下部に設置したジャッキ反

力にて行った。免震支承の設置は、仮受けジャッキ撤

去後の免震支承の鉛直歪みを極力小さくするように配

慮して行った。上部構造をジャッキで仮受けしたあと

柱を切断し、免震支承とその下部にプレロードケー

ス、プレロードジャッキを設置する。プレロードジャ

ッキにより免震支承に圧縮力を与えて軸力を柱に戻し

てから支承下部のコンクリートを打設した。

施工時の状況を示す写真を図11に示す。

5 おわりに
本改修工事は本年4月～10月の期間、施設を一時閉

鎖して進められている。計画から施工に渡りご協力

頂いた関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。

図10 各部材の吸収エネルギー分担（桁行方向）

図9 レベル2応答解析結果（桁行方向）

杭圧入工事

免震支承取付

基礎つなぎ梁補強配筋

プレロードジャッキ・プレロードケース設置

既存柱切断

柱周り補強後

図11 施工時状況写真
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建物概要

建 設 地：東京都八王子市鑓水2-1723

建 築 主：学校法人多摩美術大学

建物用途：図書館

総合監修：多摩美術大学八王子キャンパス設計室

設計監理：伊東豊雄建築設計事務所

佐々木睦朗構造計画研究所

家具設計：藤江和子アトリエ

設計協力：鹿島建設建築設計本部

施　　工：鹿島建設

敷地面積：59,184.87m2

建築面積： 2,224.59m2

延床面積： 5,639.46m2

規　　模：地上2階、地下1階

1 はじめに
今回は、八王子にある多摩美術大学八王子キャン

パスの新図書館を訪問しました。建物は、JR横浜

線・京王相模原線橋本駅から車で8分程度にある雄

大なキャンパスの中の正門を入り、すぐ左手にあり

ます。本建物は、1995年の多摩美術大学70周年記念

事業としてスタートし、マスタープランの集大成と

して、最終第3期工事の建物であり、多摩美八王子

キャンパスの象徴としての役割を果すよう計画が進

められた。

また本建物は、2008年度の第9回日本免震構造協

会作品賞を受賞した建物でもある。当日は晴天にも

恵まれ、多摩美術大学の稲垣様、鹿島建設の木曽様、

山口様にご案内いただきました。

2 建物概要
本建物は、従来型の図書館機能に加え、学生同士

や学生と教師がコミュニケーションを図り、多機能

で創造的な場として積極的に利用できる図書館とい

う設計思想で計画されている。1階部分の床は正門

から続く緩やかなスロープをそのまま建物内にまで

引き込み、自然の傾斜に合わせた4.5パーセント勾配

（約1/20勾配）に沿って、バリアフリーのなだらかな

傾斜床の構造になっている。入口ゲートを入った瞬

間から、1階全体の大空間の斜めの床及び椅子等の

家具対策が伝わってくる。2階は、大きな図書閲覧

室とインフォシェルフを挟んで、誰でも入れる「閉

架書庫」が並んでいる。また地下は、保存書庫、集

密書庫、機械室がある。

図1に建物配置図を、以下に建物概要を示す。

岩下敬三
免震エンジニアリング

山添秀敏
昭和電線デバイステクノロジー

多摩美術大学図書館（八王子キャンパス）
免 震 建 築 訪 問 記 ― 67

写真1 建物外観

図1 建物配置図

齊木健司
三井住友建設
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敷地の傾斜に合わせた1F大空間部分の状況

アーケードギャラリーの左手のメディアバー

1階床メディアバーの傾斜に合せて平行に保てる

ように脚部が考慮された椅子の様子

22 MENSHIN NO.62 2008.11

免 震 建 築 訪 問 記 ― 67

高　　さ：10.90m

構造種別：鉄骨コンクリート造

（一部鉄筋コンクリート造）

基礎形式：杭基礎

竣工年月：2007年2月

3 構造計画概要
本建物は、連続する曲面のグリッドに基づいて配

置された自由なスパン（梁間）、高さをもつアーチ構

造と柱脚部は、200mm×400mmの長方形が2枚クロ

スした細い柱となっている。構造は、鉄板をコンク

リートで包んだ鉄骨コンクリート造であり、コンク

リートに鉄骨の耐火被覆、座屈止めとして機能を持

たせている。鉄骨はSS400材、板厚は最大で40mm

（鉄骨がせん断力を負担）、コンクリートはFc＝

36N/mm2、流動性の優れたコンクリートの採用で骨

材選定にも苦労されている。鉄骨ウェブは、セパ孔

（150φ）位置を基本としたシアーキーを兼ねた充填

孔を設けることなどが考慮されている。

また、複雑な不連続曲線のアーチ構造のため、シェ

ル要素の3次元モデルによる解析、ひび割れを考慮

したクリープ解析、ひび割れの有無によるモデル比

較等いろいろな角度から構造検討がなされている。

また施工面でも実寸大モックアップによる施工検

証、コンクリート打設時のバイブレータのかけ方や

たたき方等も試行されている。このようにアーチ形

状の架構で壁のない大空間を支えるため鉄骨コンク

リート造と免震構造により実現された建物である。

免震層は、建物外周廻りに高減衰積層ゴム24基、弾

性すべり支承27基の合計51基を設置した基礎免震建

物である。

写真4 建物1階（メディアバー部分の家具）

写真3 建物1階（メディアバー）

図2 FEM解析等による安全性の確認

写真2 建物1階（アーケードギャラリー）
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免 震 建 築 訪 問 記 ― 67

曲線を描く書架で、図書や資料がゆったり探せる。

入庫には学生証、教職員証により入退室を管理で

きる。

外周部には高減衰積層ゴムが、中柱部分は弾性す

べり支承が使用されている。

内部の免震クリアランス部分は、平面の曲線なり

にクリアランスが確保されている。グレーチングの

エキスパンションが使用されているため、外周部の

免震装置には保護シートが考慮されている。また外

部からのゴミや雨水を考慮するため外周部に溝が配

置されている。

外部には、グレーチングのエキスパンションが使

用され、移動の場合は反り上がる構造になっている。

写真8 内部の免震クリアランス部分

写真9 外部の免震クリアランス部分

写真5 建物2階（開架書庫部分、メインスペース）

写真6 建物2階（閉架書庫部分）

写真7 免震層の状況

021-025訪問記_多摩美.qxd  08.11.13 3:42 PM  ページ 23



24 MENSHIN NO.62 2008.11
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北面及び西面は平面が曲線の壁になっている。

南面及び東面は平面が直線の壁になっている。アー

チの形状が一つ一つ違っている。

湾曲する外壁とサッシを面一に仕上げ、コンクリー

ト目地は水平打ち継ぎ目地のみになっている。

多摩美術大学のミラノ在住の長澤英俊客員教授の

作品「TINDARI」。外観は2枚の板状の大理石を立て

たもので、不安定な彫刻に見えるが、ボールベアリ

ングを採用した免震構造である。

4 訪問談義
建物の概要説明、見学終了後に質疑及び討議の一

部を以下に示します。

Q：本建物は、2階建物と低層建築物で、高減衰

積層ゴム、弾性すべり支承が採用されていま

すが、長期荷重は大きいのですか。また何か

考慮されていますか。

A：用途が図書館なので積載荷重は大きく、荷重

はある程度あります。日本建築センターの性

能評価の部会では、書籍の積載荷重の有無も

話題になり、さらに偏荷重の検討も行ってい

ます。

Q：アーチ構造の細い柱で上部構造の剛性はある

のですか。

A：1階の柱脚はピンで設計していますが、通常

のRC建物純ラーメンの2階建物の剛性より硬

くなっています。柱の柱脚部分については、

ピン支点の場合の他、固定度を持たせ検討し、

コンクリート部分に鉄筋で補強しています。

Q：2階建物なので引抜き等は免震装置に発生し

ないのですか。

A：上下動を考慮しても引抜き等は免震装置に発

生していません。

Q：通常のRC造の柱の最小断面寸法は確保できて

いるのですか。

A：40cmを最小寸法とすると、支点間距離は概ね

1/15以上になっています。

写真12 外壁の状況

写真13 外部の彫刻写真10 北面（正面）の曲線外壁

写真11 南面の外壁
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Q：プレキャスト化の検討は行わなかったのですか。

A：全てのスパン、形状が一つ一つ異なるので、

型枠の転用がほとんどきかないため、現場打

ちとしました。

Q：弾性すべり支承のすべり面が下側でなく上側

にしてあるのはどうしてですか。

A：施工は大変なのですが、ほこり等の問題を考慮

して、本設計ではすべり面を上側にしました。

5 おわりに
今回の建物は、特に通常の図書館の免震構造を採

用する書棚の転倒防止等だけがメインではなく、連

続する曲面アーチと同面納まりのガラスファサー

ド、コンクリートの目地は、2階の打継ぎ部分のみ

の打放し仕上げ、ハイヒールのように細く絞れた柱

など、高度な設計技術、施工技術、免震構造でなけ

れば、本建物のデザインが実現できなかったことが

痛感された。

最後に、お忙しい中、貴重な時間を割いて頂き、

ご案内、ご説明、お意見をお聞かせ下さいました

多摩美術大学八王子キャンパス設計室　稲垣様

鹿島建設（株） 木曽様

山口様

に厚く御礼申し上げます。

25
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写真14 説明状況

写真15 集合写真
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1 はじめに
近い将来発生が懸念されている巨大地震では、長

周期成分が卓越した継続時間の長い地震動が予測さ

れている。長周期構造物である免震建物においては、

このような地震動により免震部材に対して大振幅の

多数回繰り返し変形と大きな変動軸力といった過酷

な状況を強いることになる。四半世紀に渡る免震構

造の技術的進歩を顧みると、免震建物の長周期化の

流れを見てとれる。長周期化することで建物内の応

答加速度は低減され、構造損傷のみならず機能・収

容物喪失の防止が一層容易になる。しかし長周期化

による応答加速度の低減は応答変位の増大とトレー

ドオフの関係にあり、建物重量を支持する積層ゴム

の要求性能をより厳しいものとする。このような状

況において免震建物の地震安全性を検討するには、

過酷な荷重・変形状態に対する積層ゴムの挙動評価

が必要となる。

免震システムの主要な構成部材である積層ゴム

は、水平変形の増加に伴う鉛直剛性の低下、及び高

軸力下での水平剛性の低下という、水平・鉛直特性

が相互に影響を及ぼし合う特性を有しており、免震

建物の終局挙動を検討する場合には、このような特

性を無視することはできない。Koh ＆ Kellyは、積

層ゴムの水平・鉛直の相互作用の1つとして位置づ

けられるP-∆効果を表現するために、図1のように積

層ゴムの上下端に回転ばねを設けリジッドリンクを

介して中央部のせん断ばねと接続させる力学モデル

（Koh-Kelly model）を提案している1）。著者らはKoh-

Kelly modelを構成するせん断・回転の各ばねに大変

形領域の復元力特性を考慮することによって、ハー

ドニングや座屈といった積層ゴムの終局挙動を良好

に追跡した2, 3）。Koh-Kelly modelを用いた既往の検討3）

によれば軸力に応じて変化するせん断特性は、上下

端の回転ばねの復元力特性の設定に大きく依存する

ことが明らかとなっている。また、回転ばねの復元力

特性は、あらかじめ軸力を決めて設定する必要があ

る。地震時には上下動および転倒モーメントによっ

て積層ゴムに作用する軸力は刻々と変化することに

なるが、Koh-Kelly modelにおける回転ばねの特性を

軸力に応じて変化させることは非常に困難である。

そこで著者らは、地震応答解析においても軸力に応

じて変化するせん断特性を考慮できる力学モデルを

新たに開発した。本稿では、新たに提案する力学モ

デルについて紹介する。

2 並列多軸ばねモデル
著者らが提案する力学モデルは、軸力の影響によ

る積層ゴムのせん断特性の変化を荷重条件のみで評

価するものである。図2に提案する力学モデル（並列

多軸ばねモデル）を示す。この力学モデルは、積層

ゴムの断面を分割し、各分割部分に対応する軸ばね

を並列に配した上下端部の並列軸ばね群と、中間部

分のせん断ばねと軸ばねをリジッドリンクを介して

直列に接続することで構築される。力学モデルの

力－変位関係の定式化においては、中間部分のせん

断ばねには傾きに応じた力の分散、および軸力と水

平変形によって生じるP-∆効果を考慮する。詳細な

北海道大学

山本祥江

並列多軸ばねモデルを用いた
鉛プラグ入り積層ゴムの大変形挙動解析

特 別 寄 稿

図1 Koh-Kellyモデル

同

菊地　優

026-029寄稿_山本.qxd  08.11.11 1:19 PM  ページ 26



定式化については、文献4）を参照されたい。

軸力に応じて変化するせん断特性は、力学モデル

の中でせん断ばねが傾くことによるせん断と軸力の

間の相互作用によって表現される。よって、せん断

ばねに付与する特性としては、軸力の影響を受けて

いない状態のものを適用する必要がある。理想的に

は軸力ゼロの状態におけるせん断特性が望ましい。

ここでは積層ゴムのせん断特性を良好に再現できる

モデルとして、図3に示すようなKikuchi ＆ Aikenの

モデル5）を適用する。一般的に用いられている鉛プ

ラグ入り積層ゴムの設計式はせん断ひずみ250%ま

での適用範囲である。図3の履歴ループは、著者ら

がKikuchi ＆ Aikenのモデルを鉛プラグ入り積層ゴ

ムに対してせん断ひずみ400％まで適用可能なよう

に設計式を拡張して得られたものである6）。

提案する力学モデルは、軸方向特性に関わる構成

要素として、上下端部の並列多軸ばね群と中間部の

軸ばねを有している。これらのばねの復元力特性の

設定方法として、ここでは中間部分のばねは剛性

を∞とし、上下端部の並列多軸ばね群のみで積層ゴ

ムの鉛直特性を評価する。図4に並列多軸ばね群に

適用する復元力モデルを示す。積層ゴムの軸方向特

性は、一般的に引張領域は降伏すると急激に変形が

進行し除荷されると残留変形を生じつつ圧縮側へ入

り圧縮の弾性剛性に復帰していく。図4の復元力特

性は、このような軸方向挙動を直線によって表現し

たものである。ただし、断面端部では局部的に圧縮

降伏も生じ得るとの想定から、圧縮側にも過圧縮状

態における非線形性を配慮している。

3 シミュレーション解析
提案力学モデルの妥当性を検証するために、鉛プ

ラグ入り積層ゴムの静的加力試験のシミュレーショ

ン解析を行う。図5は静的加力試験に用いた積層ゴ

ムの試験体である。2種類の2次形状係数を有する鉛

プラグ入り積層ゴムに対して、初めに面圧5、10、

20、30MPaの4水準の一定軸力下での正負繰り返し

せん断加力試験を実施した。続いて、地震時の軸力

変動を想定して、図6に示すようにせん断ひずみと

軸力を連動して変化させた、変動軸力下での正負繰

り返しせん断加力試験を実施した。

加力試験のシミュレーション解析に先立ち、並列

多軸ばねによる断面の分割について検討を行った。

図2に示すように、短冊状に分割された積層ゴム断

面の分割部分それぞれにひとつの軸ばねが対応す

る。各軸ばねには図4に示した応力度－ひずみ関係

が与えられ、分割部分の面積に応じた復元力が発生

する。図7はLRB250－S2＝5試験体に対して、一定

面圧30MPaでの一方向せん断加力を想定して解析を

27特別寄稿

特 別 寄 稿

図3 中央部のせん断ばねの復元力特性

図4 上下端部の並列多軸ばね群の復元力特性

図2 並列多軸ばねモデル
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行ったものであり、分割数を10、20、30、50と変え

た結果を比較して示している。解析結果では分割数

の違いによらず一様に、せん断変形150mm程度で負

勾配となる挙動が見られる。ただし、分割数10では

荷重変形関係が折れ線的なのに対して、分割数を増

やしていくに従い滑らかになっていく。計算速度を

考慮して不要な分割を避けることと、荷重変形関係

の滑らかさを得ることの双方から判断して、これ以

降の解析では分割数30を採用することとする。力学

モデルを構成する他のパラメータが解析結果に及ぼ

す影響については、文献7）を参照されたい。

図8に一定軸力下におけるせん断加力試験結果と

並列多軸ばねモデルを用いた解析結果を比較して示

す。試験結果では面圧10MPa以下の低い面圧下にお

いて強いハードニングを示すが、面圧が大きくなる

とせん断剛性が低下し、除荷時には履歴ループの一

部が大きく膨らむ現象が見られる。解析結果につい

ては、低面圧におけるハードニング、および高面圧

における剛性低下と負勾配の傾向が表現されてい

る。ただし、試験結果に見られるような同一変形で

の繰り返し載荷による剛性低下は表現できていな

い。これは、図3に示したせん断復元力モデルが履

歴依存性を考慮していないことに起因する。また、

除荷時に見られる履歴ループの膨らみが、解析結果

では十分に表現しきれていない。図9に示す変動軸

力試験の比較では、正負非対称な履歴ループ形状が
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図5 鉛プラグ入り積層ゴム試験体

図8 一定軸力試験のシミュレーション解析（実線：解析、破線：試験）

図6 変動軸力試験の加力プログラム

図7 分割数の検討
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解析においても表現されていることがわかる。一定

軸力、変動軸力ともに、細部における相違を解消す

るために、復元力パラメータの詳細な検討、特に図

4に示した並列多軸ばねの復元力の設定方法に関す

る詳細な検討が今後、必要と考えている。

4 まとめ
本稿では、巨大地震の発生に伴う長周期地震動に

対して免震建物の地震時安全性の検証を行う目的か

ら、大変形領域での積層ゴムの挙動を追跡できる新

たな力学モデルを紹介した。大変形を強いられる積

層ゴムに対しては、せん断特性のみならず、軸力と

の相互作用を考慮する必要があり、本モデルはそれ

らを荷重条件のみで自動的に表現できる利点を有す

る。今後、加力試験を通じて本力学モデルの検証を

一層進めていくとともに、これを用いて免震建物の

地震時挙動を解明していきたい。
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図9 変動軸力試験のシミュレーション解析（実線：解析、破線：試験）
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1 調査概要
国土交通省国土技術政策総合研究所及び（独）建築

研究所は、平成20年岩手・宮城内陸地震の直後より

被災地周辺の免震建築物についての情報を収集し、

同年8月までの約2ヶ月間で表1に示す宮城県内6棟及

び岩手県内1棟の免震建築物に対して調査を行った1)。

なお、このうち栗原市のB建築物は、他記事「岩

手・宮城内陸地震における栗原市の免震建物調査報

告」（35ページ参照）で詳細に報告されているものと

同一である。

本報告では、「2 免震挙動の確認」で各建築物の免

震層及び周辺の変状に関する調査結果を示す。ただ

し、本震直前の状況は把握できず、躯体コンクリート

の乾燥収縮等の経年・季節変動のおそれもあること

から、変位の推測については、本震時の挙動を厳密

に評価するものではない点に注意が必要である。さ

らに、本震時の観測記録の得られたC建築物につい

ては、「3 免震挙動の詳細調査」で、観測記録によ

り免震挙動の様子やアンケート調査の結果を示した。

2 免震挙動の確認
今回調査した7棟の免震建築物中、C建築物にお

いては、強震計が設置され地震観測が行われていた

ことから、本震時の免震挙動を具体的に確認できた

が、その他の6棟については、免震層内あるいはそ

の周辺における変状をもとに上部構造の挙動を確認

することとなる。このとき、写真1にあるように

「免震建築物である旨の表示板」が設置されていれ

ば、そこに示された最大変位を設計の目安とするこ

とができる。現地調査ではC、E及びGの3建築物で

それぞれ65cm、60cm及び35cmとの表示が見られた。

2.1 A建築物（震度5弱）

隣接する非免震棟との接続部分の内装やクリアラ

ンス保護カバー周辺に東西1～1.5cm程度のずれが見

平成20年　岩手・宮城内陸地震
建築物被害調査報告－免震建築物の調査－

特 別 寄 稿

井上波彦
国土交通省国土技術政策総合研究所

小豆畑達哉
同

飯場正紀
建築研究所

写真1 免震建築物の表示（C建築物）

表1 調査建築物概要
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られた（写真2）ほか、外周部の侵入防止柵の脚部が

免震部分と非免震部分との両方に緊結されており、

ゆがみを生じていた（写真3）。

2.2 B建築物（震度6弱）

外周部積層ゴムに2.5cm程度の残留変位が見られた

（写真4左）が、中央部で残留変位の見られないものも

あった。また、犬走りの鉛直クリアランスのシール

材と躯体との縁切り用のシートのはみ出しも見られ

た。はみ出しは東側外周で大きく、南側では若干、

他はほとんど見られなかった（写真4右）。その他クリ

アランス周りにおいて、外部配管の基部カバーの損

傷・脱落（写真5）、周囲地盤の沈下及び舗装ブロック

の変状があった。また、エキスパンション部周辺で

は、カバーの衝突等によると見られる損傷や金属柵

の傾斜の被害が見られた。

2.3 C建築物（震度5強）

免震層内5箇所においてけがき変位計が設けられて

いた（写真6左）。主要な変位の方向はすべて東西方向

で、最大約4cm程度の変形であったと考えられる。

その他、十字型転がり支承の下側レールのカバーの

移動（写真6右、支承コマ部から北西及び北東方向に

それぞれ3cm程度）、積層ゴムの残留変位（2cm程度）

も確認した。建築物の周囲には、エキスパンション

部を含め変状は見られなかった。

2.4 D（震度5強）、E及びG建築物（震度5弱）

これら3棟は、いずれも仙台市内に建設されてい

るが、明確な免震挙動は確認できなかった。ただし、

使用者にヒアリングを行ったE及びG建築物では、

本震時の免震構造の有効性について指摘があった。

2.5 F建築物（震度6弱）

鉛ダンパーの屈曲部付近で、ささくれ状のしわが断

面の南北方向の表面に生じており（写真7）、他に鋼材

ダンパー表面の塗料のはがれを確認した。残留変位は

写真2 内装及びカバーのずれ（A建築物）

写真3 侵入防止柵のゆがみ

写真4 積層ゴム残留変位及び縁切り用シート変状（B建築物）

写真6 けがき変位計及び支承カバー移動（C建築物）

写真5 配管屈曲部カバーの脱落
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確認できなかった。免震層の管理者によれば、鋼材

ダンパーの取り付けボルトの緩みの増し締め等の措

置を講ずるほか、鉛ダンパーの特性（エネルギー吸収

性能）の低下の影響を検討するとのことであった。

2.6 免震挙動に関するヒアリング

本震時に免震建築物内にいた使用者に、免震挙動

に関するヒアリングを実施した。その結果、免震建

築物内で地震を体験した人の多くは、あまり揺れを

感じなかった・地震そのものに気づかなかった（E建

築物）、落下・破損等の被害がなかった（A、D、F、

G建築物）など、その有効性を実感しているようで

ある。しかしながら、小さな地震に対しては却って

よく揺れる（D建築物）、歩くことは可能だがまっす

ぐ歩けない（A、B建築物）といった問題点も指摘さ

れている。また、エレベータ停止や防火戸の閉塞

（C建築物）など、構造躯体以外の部分では機能が確

保されない事例も確認された。

2.7 現地調査まとめ

震度6弱とされた地域に免震建築物（B、F建築物）

が建てられていたが、大きな応答変位は生じておらず、

設計用地震力（地震動）より入力はかなり小さかった

と考えられる。今回調査した他の免震建築物につい

ても構造的な被害はなく同様の状況であった。ただ

し、免震挙動に影響ないと考えられるが、地震時の

変形に伴い損傷したと見られる非構造部材（柵、エ

キスパンションジョイント部等）が確認できた。

ヒアリング調査では、中程度の地震に対しても使

用者は免震構造の有効性を評価しているが、免震建

築物は揺れやすいとの指摘を受けており、設計上の

課題と考えられる。

3 免震挙動の詳細調査（解析及びアンケート）
3.1 加速度記録に基づく免震挙動の解析

C建築物では地震観測が行われていたことから、

観測記録の使用許可を得て本震時の免震挙動の解析

を実施した。図1に免震層の平面図と観測位置の関

係を示す。表1及び写真1に示したとおり、構造方法

の異なる2つの地上部分（I棟はS造5F、N棟はRC造

3F）が地下で一体となって上部構造を形成する免震

構造であり、それぞれ免震層上下及び最上階に加速

度計が設置されている。建築物のX、Y方向はそれ

ぞれ北から－45度、＋45度回転させた方向に、Z方

向は鉛直方向に対応する。

（1）上部構造の応答と入力に関する検討

表2に、本震時の加速度記録の各方向別の最大値

と計測震度を示す。図2にI棟のX方向の加速度の時

刻歴波形（免震基礎及び免震上部）を比較して示した。

水平方向の免震上部の最大加速度は、免震基礎に比

べて1/2～1/3程度に低減されている一方で、鉛直動

については、免震上部では大きく増幅しないが、最

上階では、免震基礎の1.5～2倍程度の増幅が観測さ

れている。免震基礎の記録と周辺の強震観測点の公

開記録を用いた擬似速度応答スペクトルを比較して

図3に示す。C建築物の記録（水平動）は、周期0.8～1

秒付近で最寄りの観測点（K-NET IWT010：一関山

目）より大きな数値になっているが、周期2～3秒で

は逆にかなり小さく、C建築物が建設された場所で

は周期の長い成分が少なかった。
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図1 強震計（●）及びけがき変位計（①～⑤）位置

写真7 鉛ダンパー変状（F建築物）
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（2）免震層の水平変位に関する検討

図4に、I棟及びN棟における免震層の水平変位

（相対変位）の軌跡を示す。主要な水平変位の方向が

東西方向であること、さらに免震層内の位置により、

それぞれの軌跡の形状がやや異なることが確認され

た。免震層の水平変位の計算に当たっては、0.1Hz

のハイパスフィルターを用いたFFTにより、免震上

部と免震基礎の加速度波形を変位波形に変換し、そ

の差を求めた。免震層の最大変位（▲印）は、原点よ

り約3.3cm（I棟）及び、約3.8cm（N棟）である。変位

軌跡の計算値と、図1に示す強震計近くのけがき変

位計（I棟は②、N棟は④）の実測結果とは、良く対

応している。 図3 擬似速度応答スペクトル（NS成分、減衰定数5%）

表2 本震時の観測記録の最大値

図2 加速度時刻歴（I棟X方向）

図4 免震層の相対変位軌跡（上段：解析値、下段：近傍のけがき変位の5mmグリッドによる実測値）
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3.2 免震挙動に関するアンケート

C建築物の建つ岩手県南部（一関）は、昭和53年6

月の宮城県沖地震以降たびたび被害地震があり、職

員の多くはこれらの地震を当時は耐震構造の内部で

経験していると考えられる。そこで、C建築物の職

員を対象として、免震建築物の地震時挙動とその感

じ方を耐震構造と比較するためのアンケート調査

（回答数22）を実施した。

図5は、過去の地震（耐震構造で経験）と今回の地震

（免震構造で経験）の室内の被害状況の比較である。

免震は食器等の落下被害が少なく、逆に吊り下げ物に

関しては大きく揺れたとする回答が多い結果となっ

た。図6はこれらの体験を踏まえた免震構造の有効

性についての質問であり、参考とした既報2）（対象は

2004年新潟県中越地震）における2棟の調査結果と比

較して示したものである。グラフ右のC建築物では、

半数以上は耐震性に優れているとしているが、4割

程度の回答者はよくわからないと回答した。その理

由としては「同じ震度で、免震と免震でない建物と

の揺れの違いが分からない」「免震の有効性はある

のだろうが、揺れがいつまでも残っている感じがし

た」等の記入があった。免震構造であってもその挙

動の印象によっては有効性を感じられない場合があ

ることを示していると考えられる。

なお、C建築物の1階床での加速度は、表2に示し

た通り50～90gal程度であった。一方、グラフ中央

の建築物（湯沢）では、C建築物と同様に周囲を含め

て地震被害の少なかった状況であり、有効であると

した回答も2/3に割合に留まっているが、グラフ左

の建築物（小千谷）では、免震建築物の1階床での加

速度は200gal程度に達し、周囲の木造建物の多くに

大きな被害が生じる状況で「一般の建物と比較して

耐震性に優れている」とした回答者は9割を超え、

免震建築物の有効性が、使用者により強く実感され

たことを示す結果となっている。すなわち、免震構

造の有効性は地震動の入力レベルが大きくなるほど

発揮されていくものと考えられる。

3.3 免震挙動とアンケート調査のまとめ

免震建築物の本震時の加速度記録の解析を行った。

免震上部の最大加速度（水平）は、基礎と比較し1/2～

1/3程度に低減した。加速度記録を積分して得られた

免震層の水平変位の軌跡は、加速度計に近い位置に

あるけがき変位計の軌跡と良い対応を示した。

また、免震建築物の使用者に対するアンケートに

よって、その有効性を確認できたが、免震建築物の

普及に当たっては、今後は「揺れ方」の適切な表示

手法についても検討する必要があると考えられる。
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図5 被害状況の比較

図6 免震の有効性（国内の数値は回答数）
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1 岩手・宮城内陸地震における栗原市の被害
状況
2008年6月14日に発生した岩手・宮城内陸地震は、

岩手県内陸南部を震源地とし、震源深さ約8km、マ

グニチュード7.2であった。震源近くに存在する北

上低地西縁断層帯に隣接する、北東－南西方向の長

さ約40kmの未知の活断層が大きくずれたことが原

因で発生した大地震であった。

この地震において、宮城県栗原市では当地震の最

大震度である震度6強を観測し、住家における被害

として、全壊、大規模半壊が計43棟、半壊、一部損

壊が計1,458棟、道路被害が572箇所、その他にも土

砂災害、停電、断水等、多くの被害が報告された。

2 栗原中央病院地震調査報告
2.1 建物概要

栗原市築館に位置する栗原市立栗原中央病院は、

2002年7月に竣工した地上5階建、建物面積8,532m2

のRC基礎免震構造の病院である。

『栗原市立栗原中央病院』

建築主　　　　栗原地域医療組合

意匠設計　　 （株）関・空間設計

構造設計　　 （株）構造計画研究所

施工　　　　 （株）竹中工務店

免震メーカー （株）ブリヂストン

カヤバシステムマシナリー（株）

本建物は、今回の岩手・宮城内陸地震以前にも、

2003年5月26日発生の宮城沖地震に遭遇しているが、

その都度免震による高い対地震性能を発揮している。

2.2 当該地震を入力地震波とした振動解析結果

今回の地震における観測波を入力地震波として振

動解析を行い、免震時、非免震時の建物の応答を比

較した。観測波の加速度スペクトルは以下の通りで

ある。

今回の地震は短周期で卓越した地震であることが

確認できる。

解析結果は以下の通りである。

岩手・宮城内陸地震における
栗原市の免震建物調査報告
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図1 加速度応答スペクトル

写真1 建物外観

図2 免震時　屋上床加速度

図3 非免震時　屋上床加速度

構造計画研究所 望月　澪
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以上より、免震を導入することで、建物の応答が

大幅に低減されていることが分かる。

これらの結果を踏まえ、実際に大地震に遭遇した

場合の建物の状態を調査した。

2.3 免震層及び建物周辺に関する調査報告

本建物の基礎免震層には、天然ゴム系積層ゴムア

イソレータ102基、鉛プラグ入り積層ゴムアイソレー

タ61基、オイルダンパー70基が、全体的にバランス

良く配置されている。

今回の臨時点検では、これらの免震装置について、

目視を中心とした損傷、変形等の調査及び残留変形

の計測を行った。外観状況は以下の通りである。

各免震部材について、特に目立った損傷は確認で

きなかった。

積層ゴムアイソレータの残留変形の計測を行った

結果、今回の地震による積層ゴムの残留変形は10mm

以下の微小範囲であることが確認され、ジャッキに

よる復元作業や取替えの必要性はないと判断した。

オイルダンパーのグリース摺動痕跡により、オイ

ルダンパーの作動ストローク量を計測することがで

きる。オイルダンパーの作動ストローク量は以下の

通りである。

写真2 天然ゴム系積層ゴム

図4 免震時　1階床加速度

図6 加速度分布の比較

図5 非免震時　1階床加速度

写真3 オイルダンパー

表1 オイルダンパーの最大作動ストローク量
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なお、2003年の宮城沖地震の際の記録では、スト

ローク量は東西方向で16mm、南北方向で42mmであっ

た。これらと比較すると、今回の地震による揺れが

前回よりも大きなものだったことが伺える。

建物の外周（エキスパンション部）については、免

震部と非免震部のエキスパンション部分に一部破損

が見受けられた。これは、建物周囲の地盤沈下によ

り位置が上下にずれ、地震の際に干渉したことが原

因と見られる。

その他の建物本体に関する損傷は、確認されな

かった。

2.2 面談調査報告

今回の調査の一環として、病院関係者に地震時及び

地震直後の院内の様子についてのヒアリングを行った。

地震時は、建物内部では大きな揺れを感じることは

ほとんどなく、ゆっくりと回っているような感覚を受

けたが、窓の外の様子を見ると、周囲が大きく揺れ動

いているのが確認できたという。机の上の物が少し動

いた程度で、物が落下する、転倒するといったことも

無かったようだ。施設内の設備についても同様で、

精密医療機器の故障等、正常な医療活動に支障をき

たすような問題は起こらなかった。病院関係者、患

者についても怪我等の被害を受けることはなかった

という。

地震後、およそ50人以上の患者が地震による怪我

等で病院を訪れたが、病院側の受けた被害が極めて

小さかったため、カルテの散乱等も無く、怪我人へ

の対応がスムーズに進み、防災拠点としての役割を

十分に果たすことが出来たとのことである。

一方、病院の向かいに位置するドラッグストアの

従業員の話によると、地震時には激しい揺れを感じ、

店内にある商品が揺れでほとんど落下してしまった

とのことである。

以上のことから、今回の地震において、本建物の

免震効果が十分に発揮されていたと言える。

3 免震構造の将来性
本建物については、設計の際、住居階の床加速度

応答についても考慮している。一般的に、病院等の

免震設計における住居階での加速度は300gal以下で

あることが望ましいとされているが、これは、大地

震発生の際、精密な医療機器に異常を及ぼすことな

く、正常な医療活動を続行させることの出来る程度

の大きさの目安と言われている。また、地震による

医療器具等の転倒や散乱は、円滑な医療活動の妨げ

となる。一般耐震では、建物の揺れを軽減させるこ

とは困難であり、地震時の物の転倒や散乱は避けら

れない。

本建物では、免震構造を採用することにより、医

療活動に支障をきたすような被害を抑え、地震直後

の活動継続の他、被災者への適切なケアを行うこと

が出来た。免震が、防災拠点となる建物に対して非

常に有効な手段であることが実証されたと言える。

地震大国日本にとって、今後の防災対策は無視す

ることの出来ない重要な課題点である。

大災害発生の際、非難施設や医療施設といった防

災拠点の必要性、重要性は言うまでもない。被害を

最小限に抑え、災害後の適切なケアを行うためにも、

安全性と安心性を兼備えた防災拠点は、今後日本全

国どの地域においても必ず必要となる。

今回の地震により、市内では多くの被害が生じた

一方、本建物に関しては大きな被害を受けることも

なく、地域の防災拠点として非常に大きな役割を果

37特別寄稿
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写真5 破損したエキスパンション部

写真4 オイルダンパーのグリース摺動痕跡
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たす結果となった。

本来、耐震の目的は、大地震発生の際建物の倒壊を

防ぎ、建物内部の人々の命を守ることである。しかし、

医療施設のような防災拠点では、地震時の建物内部

の人々の安全を確保すると同時に、地震後の被災者

への適切なケアを行っていく必要があることから、

本来の目的に加え、地震後も建物が通常通り機能で

きるような対策を講じることも非常に重要となる。

今回の地震の他、近年全国で相次いで発生してい

る大地震により免震の有効性が実証されつつある

今、このような医療施設のみならず、災害時の避難

施設となりうる学校や公民館といった地域に密接す

る施設こそ、今後も積極的に免震を取り入れていく

べきであろう。

このような考えから、一般耐震設計の他、免震・

制震に特化したチームを設け、地震模擬波の作成、

設計クライテリアの作成から免制震部分の設計ま

で、様々なニーズと用途に応じた耐震安全性を満足

する建物の提供を日々心がけている。
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1 概要
「岩手・宮城内陸地震」（平成20年6月14日（土））発生直後に、当社が仙台市内で分譲した免震構造マンション

8棟のご入居者を対象に緊急アンケートを実施、その結果をまとめました。

当日の仙台市内の最大震度は震度5強、物件の立地によっては震度5弱のところもありました。同市内の耐

震構造マンションでは開口部のクラックやエキスパンションジョイントの一部破損、室内の家具の転倒等の

被害が報告されましたが、この8棟の免震構造マンションにおいては、全く無被害と言ってもよい内容でした。

アンケートの回収率は約76％と、アンケートとしては極めて高い数字となり、ご入居者の感心の高さが伺

えました。アンケートの内容では、地震時の免震構造の揺れの感じ方は「ゆっくり揺れた」が一番多く、他

にも揺れ方の表現には多様な回答がありました。

一方、室内の被害はほとんど無く、写真立てやこけしの置物が倒れた等の軽微なものでした。そして注目

すべきは無回答を除くと約94％の方が免震構造マンションに満足されている点です。「いいえ」と答えられた

方の多くは「もっと大きな地震が来ないと満足と判断できない」というものでしたが、中には「免震は揺れ

ないと思っていたのに揺れた」「エレベーターが止まって不便だった」等の回答もありました。

今回のアンケートから、免震構造マンションに対する高い評価と、免震効果への期待感と安心感を持たれ

ていると感じられました。

以下に8棟のアンケート調査結果を示します。

2 アンケート調査結果
平成20年6月　実施（年月は引渡日）

【対象マンション】計：573戸 N1（110戸：H17.2）

N2（ 85戸：H18.3）

N3（ 32戸：H18.3）

N4（ 66戸：H19.3）

N5（ 33戸：H19.6）

N6（ 29戸：H19.7共同事業）

N7（ 69戸：H20.3）

N8（149戸：H20.4）

岩手・宮城内陸地震における
マンションの免震効果調査報告

特 別 寄 稿

ナイス株式会社
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「免震マンションアンケート」
【設問1-1】6月14日の地震の際、どこにいましたか？

【設問1-2】その時の状況等について、お聞かせ下さい。

コメントの抜粋

・かなり大きい地震だろうと思ったが、ゆっくり揺れたので冷静に対処できました。

・ゆっくりゆらゆら揺れた。大きな揺れだが怖くなかった。ガタガタという振動音がしなかったためだと思う。

・かなり揺れを感じたが、物が落ちたり、倒れたりしなかったので、不安はあまり感じなかった。

・初め地鳴りのような「ゴゴゴ」という縦揺れが来て、その後、大きく横に揺れた。吊るしていたライト

も左右に大きく揺れ、水槽も波打っていた。

テレビの上の時計は前回の地震みたいに落ちることなく、ずれていただけ。

・思ったより揺れが長く、子供がおびえていた。しかし、特別被害はなかった。

・NHKを見ていたら、地震警報が出て、数秒後に地震がきた。主人が寝ていたので、起こすだけで何も準

備ができなかった。

［マンションにいなかった］

・子供のミニバスの当番で小学校の体育館にいましたが、けっこう揺れたので怖かったです。

・職場の工場にいたが、積んであった製品の鉄パイプが崩れて大変だった。（幸い）けが人はいなかった。

・会社で清掃していて一瞬風で窓がガタガタしてると思ったらかなりの揺れでした。物もかなり落ちたり

割れたり、2階の窓も割れていました。

・仙台市内の実家にいて、本棚や花瓶が倒れた。

【設問2-1】地震の際、ご自宅内での揺れはどのように感じましたか。
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【設問2-2】揺れ方の表現として、どのような揺れ方でしたか。（複数回答可）

【設問3】今回の地震について、友人や親戚等と今回の地震と免震マンションについてお話をされましたか？

コメントの抜粋

・何も倒れなかったし、何も落ちなかったと話したらびっくりされた。

・近くに住む母は家の時計が倒れたらしいし、職場の同僚は食器が割れたそうだが、うちは何の被害もな

かった。

・近所の方々はかなり揺れて怖かったと話していたが、自宅の揺れ方を話すとうらやましがられた。

・大きく左右に揺れたと伝えた。物の落下はなく、被害はないと伝えた。

・近くに14Fマンションに住んでいた友人は、14Fで耐震だったので、タンスが倒れ、大事にしていた食器

など置物も壊れて後片付けに2日間。友人や親戚も心配して電話くれましたが、他では、とても強かっ

たとのことでした。

私は免震マンションだし、地盤もいいので、あまり驚きませんでした。

・みんなの話と比べて、やはり揺れが違うのかと思った。たとえば、テレビがガタガタしたとか。我家は、

そのようなことは、ぜんぜんなかったので。

・揺れ方の違いについて感想を聞かれた。

・物が落ちたり、家具を手で押さえたり、何をしていいのかわからなかったなどという方が複数いました。

【設問4-1】今回の地震の際、マンション内のご自宅に被害はありましたか？

【設問4-2】今回の地震直後の具体的なお部屋の状況をお聞かせ下さい。

コメントの抜粋

・何も変化がなかった。

・何も落ちたりしなかった。

・物の位置がずれたり等もなかった。

・つり下げ式の照明が大きく揺れた。

特 別 寄 稿
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・壁飾りが少しズレただけ。

・風呂の残り湯が大きく揺れていた。

・水槽から水がこぼれ、バスタオルでふいた。

【設問5】「免震マンション」という要素は、ご購入動機にどの程度決め手になっていましたか？

【設問6】今回の地震で「免震マンション」の免震効果に満足されましたか？

【設問7】今回の地震で「免震マンション」は安心と感じましたか？

【設問8】お住まいについて、今回の地震で困ったことは何ですか？お聞かせ下さい。

コメントの抜粋

・ありません。【多数】

・特にありませんでしたが、電話、メールが全くつながらず不安な気持ちになりました。

・8階なのですぐ外に出られないし、エレベーターも怖くて乗ることが出来なかった。

特 別 寄 稿
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・エレベータの復旧が遅かった。

・今までの感覚と違うので、地震がどの程度の強さか、図りかねる。

【設問9】「免震マンション」にお住まいになり、今回の地震を経験して、ご感想、ご意見等、何でも構いま

せんので、お聞かせ下さい。

コメントの抜粋

・もし今後地震がきても、家の中にいれば安心だと思った。

・「免震」とはいえ、意外に揺れるものだとは思いました。とはいえ、他の住居と比べると揺れ具合は小

さかったものと思います。効果絶大でした。

・今までに経験したことのなかった揺れでしたが、緩やかでゆりかごのような揺れで落ちついて行動する

ことができ、あわてることはありませんでした。

・免震マンションの安全を知り、安心した。

・これだけの地震でも何も被害がなかったので、今後の安心感につながります。

・他のマンションの方から激しく揺れたという話を聞くので、免震マンションでよかったと思う。ある程

度の大きな揺れはあるが、物が落ちたり、生命の危機を感じるようなことがなかったので、免震の効果

が実感できた。

・免震マンションであることは安心しているが、ゴトンゴトンという音は不気味な感じがする。その音の解

消が可能であればなお良い。地震後の建物の状況調査の結果を速やかに情報提供してもらえれば有難い。

・免震マンションは、地震の時に家具の転倒や物の落下などなく、安全安心に暮らせると思い、購入時の

条件にしてきました。今回の地震で、その考えは間違っていなかったとの思いを強くしています。

ただ、免震装置の耐久性、耐用年数等について、若干の不安があるのも事実であります。点検結果実績

を示すなど、情報公開をよろしくお願いします。

・今回は揺れがだいぶ緩和したようで、効果に満足しているが、縦揺れだと免震の効果があるのか、揺れ

たことによって免震装置が壊れたりしないのかよくわからない。

・免震の装置（下のゴム等）は、何年も大丈夫なのだろうか。今回の地震で弱ってくることはないのだろ

うか。少し不安です。

・今後安心して生活するために、点検などアフターメンテナンス面の充実を希望。

・あんな激しく揺れて、外壁や内部構造は大丈夫でしょうか。

・免震マンションでもライフラインが止まった場合の準備は何もしていないので今後の為、水食料等準備

しておきたい。

特 別 寄 稿
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1 はじめに
2008年7月24日に発生した岩手県沿岸北部地震

（M6.8）において、弊社免震住宅に設置していた計測

器にて「免震層軌跡」及び「加速度データ」が取得

出来ましたので、その結果をどこよりも早く会誌

「MENSHIN」に報告させて頂きます。

弊社グループでは2008年9月末現在までに約2,750棟

の戸建免震住宅を供給させて頂いております。2003

年宮城県沖地震や宮城県北部連続地震、2004年新潟

県中越地震、2005年福岡県西方沖地震、2006年新潟

県中越沖地震、2007年能登半島地震、2008年岩手宮

城内陸地震等、近年全国各地で発生した大きな地震

後直ちに該当エリアの免震物件に対して臨時点検を

行うと同時に被災状況の調査を行って参りました。

しかしながら、調査は室内状況や近隣家屋等との

被害差、お施主様の声などを示すに留まっており、

免震効果を示す定量的な数値を把握することが出来

ませんでした。そこで、2007年より新築時は勿論、

既に竣工した免震物件においても定期点検等の機会

を利用し、軌跡変位記録装置や加速度計を設置して、

来る大地震に備える体制を整えてきました。現在、

軌跡変位記録装置は約1,500棟に設置され、2009年

夏の全棟設置完了に向けて作業を進めております。

尚、加速度計は全国50地点を目標に設置を進めてい

る最中です。

今回、その1棟において弊社として初の加速度観

測記録を取得できました。これは戸建免震業界のみ

ならず、免震業界、建築業界において大変貴重なデ

ータであると認識しております。

2 免震住宅の観測記録概要
2.1 観測地概要

当該地震において震度5弱以上が観測された地域

に建築された免震住宅を図1に示します。青森県9棟、

岩手県1棟、宮城県9棟の計19棟あり、罫書方式によ

る軌跡変位記録装置を取り付けていた建物は青森8

棟、岩手1棟、宮城1棟存在しました。

岩手県沿岸北部地震における
戸建免震住宅地震観測記録

特 別 寄 稿

平野　茂
一条工務店

及川孝則
同

宮川力也
一条住宅研究所

図1 震度分布と震度5弱以上の免震住宅
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その中で青森県八戸市の1棟は軌跡変位記録装置

の他に水平2方向の加速度計（（有）ソフトプライム社

製）を基礎天端と免震層部に設置していました。

以下に加速度計が設置された建物について報告し

ます。当該建物は、K-ne t観測点の八戸市役所

（AOM012）の東に約8km。最大加速度が観測された

種市（IWT001）からは、北西、約15km。震央からは、

北に約90kmとなります。周囲は広く台地形状をな

し閑静な住宅街となっています。近隣のボーリング

データから求めた地表面での地盤の固有周期は

0.440秒、地盤種別は第2種です。

2.2 建物概要

住　　所：青森県八戸市岬台

（図1：H建物、写真1、2）

竣　　工：2008年4月

構　　造：在来軸組構造（高気密高断熱仕様）

階　　数：2階建

屋　　根：金属板葺き

基　　礎：直接基礎（ベタ基礎）

建築面積：109.89m2

延床面積：165.37m2

免震装置：剛塑性型滑り支承

（摩擦係数：6/100）21基

積層ゴム

（天然ゴム系水平剛性：38.5kN/m）5基

建物は柱・梁からなる軸組みで、昔ながらの在来

構法に類しますが床・壁・天井（屋根構面）は合板面

材で外周6面とも囲まれた構造体となっています。

免震装置は建物荷重を支えながら滑り方式で地震

力を免れるスライダーと復元機能に積層ゴムを併用

した「一条ハイブリッド免震構法」です。現在、戸

建住宅において最も普及している構法であります。

加速度計の設置状況は写真3の通りで、基礎と1階

床裏面の2箇所に設置。各加速度計は水平2方向の観

測で鉛直方向は観測していません。罫書き方式によ

る変位記録については、軌跡が金属板（アルミニウ

ム）に画かれるタイプ（写真4）と、基礎に直接画かれ

る（石質チョーク）タイプ（写真3）の2種類を設置。な

お、金属板タイプは加速度計を設置した物件のみに

採用しています。

写真1 建物外観

写真2 建物内部（リビングの大型テレビ）

写真3 加速度計と罫書装置設置状況

写真4 金属板罫書記録装置の設置状況
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3 地震観測結果
3.1 入力地震動

基礎天端に設置された加速度計により観測された

加速度波形で、E-W方向を図2、N-S方向を図3に示

します。当該建物に入力された最大加速度（ガル）は、

N-S：349、E-W：338でした。

参考までにK-netによる観測記録は八戸「AOM012」

は最大加速度（ガル）N-S：446、E-W：534。種市

「IWT001」はN-S：826、E-W：649となっていました。

八戸の観測点と比較して最大加速度はN-S方向が

78.3％、E-W方向が63.3％でした。この違いは、当

該建築土地と「AOM012」との地盤性状の違いであ

ると考えられます。またN-S、E-Wについても方向

による違いがみられましたが、再度現地により間違

い無い事を確認した。K-netにおいても表層の地震

動は観測点により異なっており本件は、種市側の影

響が大きかったと推察します。また、いずれも数値

こそ差があるが、観測波形は概ね準拠した形をなし

ています。

3.2 地震応答

1階床裏面に設置された加速度計により観測され

た加速度波形で、E-W方向を図4、N-S方向を図5に

示します。当該建物の応答最大加速度（ガル）は、N-

S：167、E-W：151でした。入力地震動の最大加速

度と比べてN-S方向が47.9％。E-W方向が44.7％とな

り、いずれの方向に対しても最大加速度は1/2以下

となる低減効果が確認できました。今回の観測記録

は、実地震において免震住宅の免震機能を定量的か

つ有効に示した初の実証例と思量します。

3.3 変位観測（軌跡記録）

免震層部の相対変位の軌跡を観測した罫画き記録

を写真5に示します。当該建物には、基礎表面に直

接記録する方式に加え、金属板へ記録できる罫書装

置を併設。各方位への変位（mm）は、N＝6、E＝6、

S＝13、W＝12でした。最大変位については、SSW

（主軸方向）＝13。残留変位については、ほぼ基点に

戻っており、0（ゼロ）となっていました。

3.4 観測記録の分析

基礎天端と免震層部の1階床裏面で観測された加

速度データを積分解析により変位を画いた相対変位

波形を図6に示します。実観測の変位量ならびに実

軌跡姿に酷似した結果となっており、想定地震動に

おける変位応答予測は、現在までの幾つかの実大実

験による検証だけでなく実地震からも裏付けられた

結果となりました。

46 MENSHIN NO.62 2008.11

特 別 寄 稿

図2 E-W基礎

図3 N-S基礎

図4 E-W 1階

図5 N-S 1階
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3.5 相対変位と残留変位

罫書きによる基礎と建物の相対変位記録を表1に

示します。観測記録結果より、本システムでは多少

の残留が残る場合がありますが、この程度であれば

被災後の生活に何らかの障害が出るとは考え難い。

4 ヒアリング調査
H様邸のお施主様は、地震の際、リビングに置か

れたテレビ（写真2）が一瞬倒れるのではないかと心

配したが全くもって取りこし苦労であったとの事で

した。これは以前の住宅（非免震）において三陸はる

か沖地震の際、テレビが転倒した恐怖体験から瞬時

にその光景が重なり思い出されたとの事です。今回

は、出窓の写真盾や装飾品（写真6）、食器棚の什器

類なども倒れること無く、安心していたとの事です。

知人宅では、家具・什器類の被害を受け大変だった

と聞き、また、奥様の職場である病院も現在は免震

構造で、以前の病院はとても危険を感じていたが現

在は職場も家も安心との言葉を頂戴しました。

J様邸のお施主様は、電話中に地震が発生したが

揺れに気付かず、相手先から地震を知らされたとの

事です。また、C様邸のお施主様は、既に就寝中で

したが、揺れに気付きましたがそれ程大きな地震で

はないと感じました。しかし、隣家（親戚）から安否

を気遣う玄関チャイムで地震の大きさを知ったとの

事です。当該建物の被害はないが、隣家では家具や

什器類の被害、ピアノの移動、トイレの水も溢れ床

が濡れたなどの報告がありました。

5 おわりに
住宅の長寿命化を実現する施策の一つとして、住

宅の免震化はとても重要な要素になることは言うま

でもありません。しかし、震災後の装置メンテナンス

やクリアランスの確保といった居住者に対する免震

住宅の取扱い方法の伝承が確実に行われないと本来

の性能が発揮されない恐れがあるため、弊社グルー

プでは超長期に渡って免震住宅を維持する方法とし

て、災害時即時対応システムや臨時点検、被災状

況・履歴の保存等、数々の試みに取り組んでいます。

その中で、今回のような軌跡や加速度データが得ら

れたことは免震層の健全性を評価する上でも効果的

であり、超長期的な性能維持の実現に一歩近付いた

ものと考えております。

図6 加速度記録の解析により画かれた変位

写真5 金属板に画かれた軌跡記録

表1 変位記録集計結果

写真6 建物内部の様子
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2008年8月29日（金）～31日（日）にかけて、日本科

学未来館1階企画展示ゾーンbにおいて、日本免震構

造協会の15周年記念事業の一環として、市民を対象

としたイベント「来て！見て！乗って！免震」が開

催されました。免震構造を適用した建物は、2005年

には約5,000棟にのぼり、着実に増えていますが、

世の中に免震を普及していくためには、市民に免震

のしくみを、より理解していただくことが必要だと

思われます。そこで、創立15周年記念事業として市

民へ免震のしくみを理解してもらうために、企画さ

れました。

イベントの内容は、以下の7つのゾーンに分けて

行われました。

①地震を知ろう－地震発生のメカニズム－

②免震を知ろう－免震の力学的な説明－

③免震装置のはたらき－免震部材模型の展示、

大型建物（ビル）の免震、戸建住宅の免震、免

震レトロフィットの説明－

④あれも免震・これも免震－世の中にある免震建

物をパネルで展示し、身近に知ってもらう－

⑤免震、非免震を体験できる免震体験車

⑥ゲームコーナー、実験コーナー

⑦体験教室

協会初の試みでもあり、同一フロアーで翼竜展が

開催されていることもあって、当初どれだけの参加

が見込めるか心配でしたが、多くの子供達が集まっ

てくれ、大盛況でした。参加者は、29日1,027名、

30日1,826名、31日2,025名と、計4,878名にのぼりま

した。また、免震体験車の乗車人数は、29日496名、

30日764名、31日659名、計1,919名にのぼりました。

また、今回は名古屋大学福和研究室の全面的な協

力を得て、体験教室を行い、地震に対する啓蒙を行

う色々な実験器具を展示・提供していただきました。

以下、写真を中心に会場の雰囲気をお届けしたい

と思います。

写真1は地震の揺れによって建物の壊れる様子を

体験できる「ピノキオぶるる（木造住宅倒壊模型）」

です。動きのあるもので、特に目の前で壊れるこ

とを実感できるとあって、子供達に大変人気があ

りました。

写真2はゲームコーナーです。免震の仕組みを下

にコロを挟むことで実感してもらうコーナーです

が、多くの親子が挑戦していました。免震の仕組

みがよく分かったと評判でした。

写真3は、振り子などを使った免震の仕組みを知

るコーナーです。ここでもメンバーの親切な説明を

日本免震構造協会創立15周年記念市民イベント
「来て！見て！乗って！免震」

市民イベント実施部会　部会長
帝塚山大学
三山剛史

同　WG主査
前田建設工業
藤波健剛

写真1 ピノキオぶるる（木造住宅倒壊模型）

写真2 ゲームコーナー
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参加者に入口で今回のイベントに関するアンケー

トを配布しました。これに対して、3日間で1,621人

の方々から回答を得ることができました。この結

果の一部を紹介します。

イベントの満足度に関しては、図1に示すように、

約3/4の方々が満足していると回答しています。

興味深かったコーナーとしては、「免震を知ろ

う」、「地震を知ろう」、「実験コーナー」など今回

の企画目的に添ったものに興味を持っていただけ

ました。「免震体験車」も多くの支持を集めました。

イベント全体の感想として、主なものを紹介します。

「勉強・参考になりました」が多く寄せられ、

「とても分かりやすく説明していただきました」な

ど、会場でメンバーが一生懸命説明していただい

たことが来場者に伝わったことが分かります。子

供たちからも、「楽しかった・面白かった」という

感想が多く寄せられています。中には、「翼竜展よ

り良かった」というものもありました。

また、「地震の恐ろしさがよく分かり、これに備

える重要さを改めて認識できた」という感想も多く

寄せられ、時期的にタイムリーな企画であったこと

がこれらのご意見からも察することができました。

初めての企画であったにも関わらず、多くの参

加者を得、内容にも満足を得られた本イベントは、

大成功であったと思います。

企画・準備を中心となって行っていただいた市

民イベント実施部会の委員の方々を初めとして、

本イベントに協力していただいた多くの方々、本

当に御苦労さまでした。

受け、多くの親子が納得していました。写真右奥に

は、今回の目玉でもある、直径1,600mmの積層ゴム

の模型が展示されています。こんな大きなものが使

われていると知って、参加者は驚いていました。

写真4は体験教室の模様です。小泉元首相も行っ

た、紙模型で建物の揺れとブレース補強の重要さ

を確認する「紙ぶるる」を作りました。これ以外

に、ストローを使って高くて強い建物を競い合う

「ストローハウスコンテスト」、縮尺1/10の木造2階

建て模型で揺れ、壊れ方を実演する「どんな建物

が揺れるの？壊れるの？」が行われました。

写真5は今回の目玉の一つである、起振車による

免震体験です。非免震、免震の状態を比較して、

震度7の揺れを体感できました。これを目当てに会

場に足を運ぶ親子連れも多くいました。3日間フル

稼働で多くの参加者に体感していただくことがで

きました。

写真4 体験教室の様子

写真5 起振車による免震体験

写真3 実験コーナー

図1 イベントの満足度
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免震部建築施工管理技術者講習・試験は、今年で9回目となりました。

本年度は、10月12日（日）に都市センターホテル（東京）にて行われました。

受験申込者は256名で、当日の受験者は255名でした。

当日のプログラムは、4つの講習終了後に試験（70分）を実施しました。

午前中の講習は、「免震部建築施工管理技術者制度と運用について」を西川会長より、つづいて「免震構造

の一般知識」を平野委員、午後の講習は「免震部材の基礎知識」を海老原委員、つづいて、「免震部施工の

要点」を舘野委員長と小林委員が講師を担当しました。

当日は、資格制度委員会と事務局11名で役割分担をし、滞りなく無事に終了しました。

その後、資格制度委員会で採点・合否審査を行い、合否通知は10月下旬に送付しました。

合格者には併せて登録申請の受付を行い、来年の1月下旬には、「免震部建築施工管理技術者登録証」を発

行の予定です。

平成20年10月21日現在で、免震部建築施工管理技術者は2,022名です。

昨今は、設計図書、特記仕様書などに免震部建築施工管理技術者による施工管理を要望する旨があり、資

格取得者が増えることが期待されます。

～当日の協会関係者～

資格制度委員会「試験部会」

委員長：舘野孝信（戸田）

委　員：海老原和夫（大林）、小林実（鹿島）、谷沢弘容（NTT.F中央）、中村俊之（大成）

林章二（清水）、平野範彰（竹中）、龍神弘明（前田建設）

事務局／西川孝夫、佐賀優子、入江麻子

平成20年度免震部建築施工管理技術者講習・試験の実施

資格制度委員会委員長　長橋　純男

写真1 「免震構造の一般知識」講師平野委員 写真2 講習会受講の様子
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報告

1 はじめに
平成20年9月18日～20日の3日間、日本建築学会の大会会場である広島大学 スペイン広場にて当協会主催

免震構造に関する展示会「免震フェア2008」を開催しました。これは、昨年度に引き続き、免震建築物の普

及活動の一環として行いました。

2 展示会概要
開 催 日：平成20年9月18日～20日（免震体験車は、18、19日出動）

会　　場：広島大学　スペイン広場

共　　催：（社）日本建築学会中国支部

出展会員：オイレス工業（株）、岡部（株）、（株）奥村組、（株）構造システム、昭和電線デバイステクノロジー

（株）、THK（株）、日本インシュレーション（株）、（株）ブリヂストン、明友エアマチック（株）

来 場 者：約420名

3 謝辞
今回の展示会では、免震と非免震建物内の揺れの違いを肌で感じる事ができる免震体験車も出動しました。

多くの方々が興味を持って乗車し、当協会会員以外の方に免震分野の最新技術をアピールできた大変良い機

会となりました。また、この展示会を無事終了できましたのも、広島大学　三浦 賢治先生並びに、神野 達

夫先生、澤田 樹一郎先生、出展会員の多大なご尽力の賜物であったと存じます。ここに普及委員会並びに教

育普及部会関係者一同、厚く御礼申し上げます。ありがとうございました。

「免震フェア2008」in 日本建築学会大会

普及委員会

写真1 会場の様子 写真2 免震体験車

051報告02.qxd  08.11.13 3:46 PM  ページ 51



52 MENSHIN NO.62 2008.11

平成20年度 理事会議事録

日　時 平成20年9月12日（金）午後3：00～4：30

会　場 日本免震構造協会会議室

（東京都渋谷区神宮前2-3-18 JIA館2階）

出席者 理事総数24名／出席理事数8名、

委任状提出15名、監事1名、事務局2名

（出席者名簿、省略）

議　長 西川孝夫会長

■配布資料

資料①平成20年度8月収支について

資料②理事・評議員への交通費の支給について

資料③各委員会活動報告

資料④行事予定

資料⑤新入会員と委員の交代・増員について

資料⑥就業規則の見直しについて

資料⑦新法人と指定性能評価機関について

■開　会
事務局より、理事総数は24名のうち出席理事数は

8名・委任状提出は15名、有効表決数23となり定足

数13以上を満たし、理事会が有効に成立した旨の報

告があった。

続いて、西川会長より本協会副会長岸園　司氏が、

8月28日に逝去されたことが告げられた。

本協会の副会長として7年半に渡り御尽力をされ

た事に感謝し、全員で黙祷をささげ、岸園副会長の

御冥福をお祈りした。

■議　事
◇審議事項
1）新入会員と委員の交代・増員について

………………………………………… 資料⑤

事務局より、賛助会員入会の（株）新高製作所

（メーカー／建築材料/床、壁EXP・カバー）

及び技術委員会・建築計画委員会・表彰委員

会委員若干名の交代及び増員について説明が

あった後、審議に入り異議なく承認された。

2）就業規則の見直しについて

………………………………………… 資料⑥

事務局より、労働契約法施行により今回、社

会保険労務士に見てもらったところ、改定し

たほうがよいとの指摘を受け、実態に合わせ

て就業規則全体の見直しを行った旨の報告が

あった。

改定の主なポイントは、次の通り。

①秘密保持義務（データを漏洩提供しないこ

となど）

②セクハラの禁止

③職員を採用した場合、3ヶ月間を試用期間

とすること

④休日の振替、代休

⑤休暇：生理休暇、産前産後の休暇、育児・

介護休業、公民権行使の時間（裁判員制度

など）

⑥パートタイマー労働

⑦安全衛生

資料⑥を基に説明があった後、審議に入り異

議なく承認された。

3）新法人と指定性能評価機関について

………………………………………… 資料⑦

事務局より、資料⑦を基に説明があった。今

回、準則が出ていないこともあり状況を見な

がら現体制を継続することとなった。理事か

らは、新法人への移行にともない、会費の値

下げも考えてほしいとの意見もあった。この

件については、運営委員会で検討することで

了承された。

◇報告事項
1）平成20年度8月収支について

………………………………………… 資料①

4月から8月までの5ヶ月の収支について、収

入合計は、67,45万円で予算比は64％である。

支出合計は、40,99万円で予算比は33％である。

前期繰越収支差額が、44,43万円で次期繰越収

支差額は70,89万円となっている。収入につい

ては、会費の入金が順調にあったこと、支出

については、事業費支出は下期に向けて増え

ていくので、現在は若干抑えめである。

2）理事・評議員への交通費の支給について

………………………………………… 資料②

本年度より、運営委員会で検討してきた結果、

理事会及び評議員会に出席した場合は、実費相
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当額の交通費が支給されることの報告があっ

た。支給額については、資料②の通り。

3）創立15周年記念市民イベント

「来て！見て！乗って！免震」について

8月29日～31日、東京の日本科学未来館で開催

した初の市民向けイベント「来て！見て！乗っ

て！免震」は、3日間で入場者数5,000人余り

が訪れ盛況であった。なかでも地震体験車に

乗って大地震と免震効果を体験出来るコーナ

ーは好評であった。今回、入場は無料とした。

4）各委員会活動報告 ………………… 資料③

各委員会の活動は、新しい出版物として、技

術委員会/施工部会で、「JSSI免震構造施工標

準」の改定版、免震部材部会では、実務入門

書として「免震部材と免震設計入門書（仮題）」

刊行に向けて活動している。資格制度委員会

では、免震部建築施工管理技術者講習･試験

を10月12日に実施予定。記念事業委員会／コ

ンペ部会では、「子ども絵画コンクール」、

「国際アイデアコンペ」、「優秀修士論文賞」

について準備を進めている。

5）行事予定 …………………………… 資料④

今後の予定としては、9/18～20建築学会大

会（広島）で免震構造に関する展示会、10/8

～10危機管理産業展参加（東京）、10/12～17

世界地震工学会（中国・北京）、11/5～6震災

対策技術展参加（仙台）、11/7記念見学講演

会（仙台）、11/9免震部建築施工管理技術者/

更新講習会（東京）、11/17～19南京工業大学

CIB/114講演会、11/30点検技術者/更新講習

会などがある。

6）その他

①建築基準整備促進補助金事業について

……………………………………… 資料別添

今年度より、建築基準整備促進補助金事業の

募集があり、協会としては事項10番と12番に

ついての応募に関与することとなった。10番

については、（ハ）の表層地盤の加速度増幅率

関係、12番については、免震建築物の基準の

整備関係である。

②住宅瑕疵担保責任保険引受けに必要な免

震建築物に係る現場検査方法等の検討に

ついて

昨年に引き続き、住宅保証機構より標記に

関わる業務委託があり、協会の「維持管理

委員会」で対処する旨、事務局より報告が

あった。

※次回、理事会は12月4日（木）15：00～に決定した。

■閉　会
平成20年9月12日

議　　　　長 西川　孝夫

議事録署名人 深澤　義和

議事録署名人 木村　　功
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日本免震構造協会では、平成16年12月24日に指定性能評価機関の指定（指定番号：国土交通大臣　第23号）

を受け、性能評価業務を行っております。また、任意業務として、申請者の依頼に基づき、評定業務を併せ

行っております。

建築基準法に基づく性能評価業務のご案内
◇業務内容
建築基準法の性能規定に適合することについて、一般的な検証方法以外の方法で検証した構造方法や建
築材料については、法第68条の26の規定に基づき、国土交通大臣が認定を行いますが、これは、日本免
震構造協会等の指定性能評価機関が行う性能評価に基づいています。

◇業務範囲
日本免震構造協会が性能評価業務を行う範囲は、建築基準法に基づく指定資格検定機関等に関する省令
第59条各号に定める区分のうち次に掲げるものです。
①第2号の2の区分（構造性能評価）
建築基準法第20条第一号（第二号ロ、第三号ロ及び第四号ロを含む）の規定による、高さが60ｍを超え
る超高層建築物、または免震・制震建築物等の時刻歴応答解析を用いた建築物

②第6号の区分（材料性能評価）
建築基準法第37条第二号の認定に係る免震材料等の建築材料の性能評価

◇業務区域
日本全域とします。

◇性能評価委員会
日本免震構造協会では、性能評価業務の実施に当たり区分毎に専門の審査委員会を設けています。
①構造性能評価委員会（第2号の2の区分） 原則として毎月第2水曜日開催
②材料性能評価委員会（第6号の区分） 原則として毎月第1金曜日開催

◇性能評価委員会
構造性能評価委員会 材料性能評価委員会

委員長 和田　　章（東京工業大学） 委員長 寺本　隆幸（東京理科大学）
副委員長 壁谷澤寿海（東京大学） 副委員長 山　峯夫（福岡大学）

山崎　真司（東京電機大学） 委員 曽田五月也（早稲田大学）
委員 大川　　出（建築研究所） 西村　　功（武蔵工業大学）

島 和司（神奈川大学） 山崎　真司（東京電機大学）
瀬尾　和大（東京工業大学）
曽田五月也（早稲田大学）
田才　　晃（横浜国立大学）
中井　正一（千葉大学）

◇審査基準
性能評価の審査は、第2号の2の区分にあっては、平成12年建設省告示第1461号「超高層建築物の構造耐
力上の安全性を確かめるための構造計算の基準を定める件」を含む建築基準法令、その他の技術基準に
照らし審査いたします。
また、第6号の区分にあっては、平成12年建設省告示第1446号「建築物の基礎、主要構造部等に使用する
建築材料並びにこれらの建築材料が適合すべき日本工業規格又は日本農林規格及び品質に関する技術的
基準を定める件」を含む建築基準法令、その他の技術基準に照らし審査いたします。
具体的には、該当する業務方法書をご覧ください。

◇詳細案内
詳しくは、日本免震構造協会のホームページをご覧下さい。
URL:http://www.jssi.or.jp/

日本免震構造協会　性能評価（評定）完了報告
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国土交通省から公表された大臣認定取得免震建物のうち、ビルディングレター（日本建築センター）に掲載されたもの、及び
当協会免震建物データ集積結果により作成しています。間違いがございましたらお手数ですがFAXまたはe-mailにて事務局までお知らせください。
また、より一層の充実を図るため、会員の皆様からの情報をお待ちしておりますので、宜しくお願いいたします。

出版部会　メディアWG URL:http://www.jssi.or.jp/ FAX:03-5775-5734 E-MAIL: jssi@jssi.or.jp

国内の免震建物一覧表

免震建物一覧表
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超高層免震建物一覧表
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73委員会の動き

委 員 会 の 動 き 免震告示で設計された建物のア

ンケート結果を反映した、「免震

特性レーダーチャートVer.2.0.0）」

が完成し、本協会の会員専用ホー

ムページの「設計支援ソフトダウ

ンロード」内のマニュアルおよび

ソフトを更新した。

耐風設計部会
委員長　大熊　武司

免震部会WGは参加頂いた企業

グループを免震部材の特徴に応

じた4～5のSWGに分割（重複参加

可）し、指針化に向けた情報・課

題の整理を進めている。ポイン

トの一つは、「対風性能検証のた

めの載荷モデルの決定」への期

待である。風応答WGはその載荷

モデルの提案を最優先課題とし

て作業を進めている。

施工部会
委員長　原田　直哉

JSSI免震構造施工標準の改訂状

況は、免震部材の耐火被覆につい

て、専門委員の参加により、最新

の情報での草稿を作成中である。

また、免震ベース下部充填性確認

試験結果の判定や、竣工時検査の

あり方、維持管理基準との調整に

ついて協議をつづけていたが、記

載内容をほぼ決定した。

免震部材部会
委員長　 山　峯夫

●アイソレータ小委員会

委員長　 山　峯夫

アイソレータ小委員会では、免

震構造の最新の知見を盛り込んだ

「免震部材と免震設計入門（仮題）」

の刊行にむけて検討を行ってい

る。目次構成をほぼ決定し、原稿

の作成に取りかかろうとしている

ところである。

いことだと思う。ある地点に注目

したらほとんど起きないことが、

世界に目を向けると毎年のように

起こっている。地震災害に関する

情報交換、新しい耐震技術に関す

る情報交換など、国際的に広く行

うことが、非常に重要である。免

震構造に関する技術開発や実用化

では、日本、米国、イタリアが進

んでいるように思える。制振構造

に関する研究も同様であるが、さ

らなる日本からの情報発信が世界

から求められているように感じ

た。各部会からの活動報告を以下

に列記する。

免震設計部会
委員長　公塚　正行

●設計小委員会

委員長　藤森　智

「免震装置の接合部・取り付け躯

体の設計指針（案）」をアイソレー

タ・ダンパー各小委員会の助言を

含めた内容に修正中である。地盤

増幅特性を簡便的に求めるための

応答スペクトル包括ラインの設定

方法を検討している。15周年記念

事業における免震のしくみと免震

建物事例のパネル案を提出した。

●入力地震動小委員会

委員長　瀬尾　和大

中越沖地震、岩手・宮城内陸地

震で観測された長周期成分を含む

強震記録と被害との関係について

検討を行っている。ひとつの関心

は、もしそこに免震建物が立地して

いた場合、その挙動はどうなるかに

ある。8月末の15周年記念イベント

では「地震を知ろう」のコーナーを

担当し、委員全員が分担して会場

での小学生相手の説明に当たった。

●設計支援ソフト小委員会

委員長　酒井　直己

運営委員会
委員長　深澤　義和

運営委員会は、7/15、8/26に開

催した。会員動向、収支状況を確

認したほか、普及活動、記念事業

等の進捗についても確認した。公

益法人改革と性能評価機関準則へ

の対応を検討しているが、「企

画・財務合同委員会」での詳細な

検討をふまえ、状況を見ながら検

討を継続することとし、その旨、

9/12の理事会に報告した。職員の

就業規則を現在の社会一般の規定

に整合するように改訂することと

して、理事会に諮った。また、理

事・評議員への交通費支給につい

ても理事会に諮ることとした。

技術委員会
委員長　和田　章

オリンピックと同じ年に開催地

も近いところが選ばれて、世界地

震工学会が開かれるが、今年は北

京の北の郊外にある人工都市のよ

うな非常に大きなホテル群の中で

開かれた。5月12日に起きた四川

大震災の記憶が強く残るなか、世

界から集まった技術者、設計者、

研究者は非常に活発な討論を続け

た。ある地点に注目した場合に、

そこを大地震が襲うのは数百年か

ら二千年に一度のように、極めて

稀に起こることであり、何世代に

もわたって大地震を経験したこと

のない人々がその地域に道路や

橋、建築を作るときに耐震性確保

を最重要に考えないことはありう

る。しかし、地球の成り立ちを考

え、山や谷のある現在の地形など

から考察して、大地震の発生は必

然であることを前提に、世界の都

市や道路を作っていかねばならな
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●ダンパー小委員会

委員長　荻野　伸行

アイソレータ小委員会と連携を

取りながら進めることとなった

「免震部材部材と免震設計」に関

するダンパーの構成内容の検討、

ダンパー接合部・取付方法の検討

及びオイルダンパーの耐火性能に

ついて審議している。また、「免震

の実際WG」で企画している記念

イベントの展示協力を実施した。

応答制御部会
委員長　笠井　和彦

●制振部材品質規準小委員会

委員長　木林　長仁

制振部材の特性を共通評価する

ための検討を継続しており、振動

理論的な観点での共通化を図るた

めに、各種ダンパーWGで検討を行

ない、粘弾性系や履歴系ダンパー

では対応が可能であるが、粘性系

ダンパーでは機構の相違に伴う課

題が多く、前提条件の検討を続け

ることになった。

防耐火部会
委員長　池田　憲一

滑り系装置（弾性滑り・剛滑り）

の耐火構造認定条件の検討を継

続。認定取得に対する標準試験体

の検討を開始。耐火設計上のオイ

ルダンパーの取り扱いについての

考え方を検討。ガイドラインの執

筆担当者を割り振った。

普及委員会
委員長　須賀川　勝

普及員会運営幹事会を10月6日

に開催し、今後の活動について意

見交換を行った。各部会の活動を

相互に支援できるものは協力して

ゆくことになっているため、意見

調整を行った。各部会の中心は記

念事業関連が主になっているが以

下の通りである。

教育普及部会
委員長　早川　邦夫

9月18日～20日の3日間、日本建

築学会の大会会場である広島大学

スペイン広場にて「免震フェア

2008」を開催した。免震体験車を

初めとし、会員が出展し、約420

名が来場し、盛況であった。今後

応答制御のテキストが出来上がり

次第講習会を計画する。

出版部会
委員長　加藤　晋平

出版部会の全体会議は、10月22

日（水）に開催されました。11月21

日発行予定の会誌62号の進行状

況、次の63号の内容及び執筆依頼

について検討しました。

創立15周年記念事業の市民イベ

ント「来て！見て！乗って！免震」

は来場者数約5,000人、夏休み中

で親子連れが多く参加された事が

報告された。

第二回記念見学会は、仙台の予

定であったが諸般の事情で中止と

なり、札幌での開催に変更して進

める事も報告された。

社会環境部会
委員長　久野　雅祥

8月27日に第14回委員会を開催。

今年度の活動テーマについて、引

続き、「免震建物を普及させる」

「普及を阻害している要因を解決

する」ための項目の討議を行い、

いくつかのテーマを設定した。

戸建住宅部会
委員長　中澤　昭伸

当部会の免震住宅推進WG（飯場

委員長）において、7/10と9/10の2回

にわたり告示免震で設計を行うに

あたっての技術的な問題の内容に

ついては、前回号と同じであり、

工学的基盤の傾斜の規定に対する

問題、地震力の増幅率の問題など

について検討している。検討内容

については、JSSI設計部会の協力

を得てまとめの段階に入っている。

国際委員会
委員長　斉藤　大樹

国際委員会では、10月12日～17

日に中国北京において開催される

第14回世界地震工学会議の期間中

に「免制振建物の普及促進」と題す

る打合せ会を開催します。また、

11月18日～20日には、中国南京にお

いて「地震災害軽減のための免制

振技術に関する国際ワークショッ

プ」を日本免震構造協会、独立行

政法人建築研究所、南京工業大学

の共催で開催します。来年には、

15周年事業国際ワークショップの

開催も控えており、国際的な研究

交流の活性化に積極的に取り組ん

でいます。

資格制度委員会
委員長　長橋　純男

資格制度委員会は、当協会が認

定する「免震部建築施工管理技術

者」および「免震建物点検技術者」

の資格に関わる講習・試験の実施

及びその合否判定に関わる事業を

担当している。そこで、今年度第二

回及び第三回の運営幹事会をそれ

ぞれ7月29日（金）及び9月2日（火）に

開催し、下記の行事予定に関する

諸準備及び進捗状況の確認を行っ

た。なお、今年度の『免震部建築

施工管理技術者講習・試験』の受

験申込者は255名、『同更新講習会』

の受験申込者は145名であり、当資

格のニーズがなお引き続き高い状

況にあるものと思われる。

10月12日（日）

免震部建築施工管理技術者講習・試験
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おいて開催する国際ワークショッ

プと関連出版について準備を進め

ている。広報部会（加藤晋平部会

長）では11月7日に予定していた

第2回見学講演会が先方の都合で

中止になったが、2009年3月に次

回の見学会を企画している。

15周年を記念して様々な事業が

既に動き出しており、協会として

免震構造の研究開発を下支えして

いく継続的な仕掛けとして発足さ

せているものもある。以上の活動

の総務は総務会計部会（可児長英

部会長）が行っている。

会場：都市センターホテル3階

コスモスホール

11月9日（日）

免震部建築施工管理技術者/更新講習会

会場：新宿NSビルNS3階ホール

11月30日（日）

免震建物点検技術者/更新講習会

会場：新宿NSビル NSスカイカン

ファレンス（30階）

1月24日（土）

免震建物点検技術者講習・試験

会場：砂防会館別館「淀信濃」

記念事業委員会
委員長　川口　健一

記念事業委員会は2008年で15周

年を迎えた本協会の記念事業を司

っており、既にさまざまな企画が

実行されつつある。本年8月29日

～31日には、お台場の科学未来館

において

○免震構造普及イベント「来

て！見て！乗って！免震」を

開催し、約5,000名の来訪者を

迎えて盛況のうち無事終了し

た（市民イベント実施部会：三

山剛史部会長）。

また、コンペ部会（立道郁夫部

会長）は、

○「国際アイディアコンペ（事前

登録11月28日締め切り）」

○「優秀修士論文賞（2009年2月

28日締め切り）」

○「子ども絵画コンクール～地震

災害のない未来、2050年のこん

な家、こんなまちなみ、こんな

くらし～（11月28日締め切り）」

を企画し、目下、いずれも応募受

付中である。記念調査研究部会

（古橋剛部会長）では15周年を記

念して発足させる協会の研究助成

事業の詳細を決定している。記念

国際ワークショップ部会（斉藤大

樹部会長）では、2009年9月に東

京大学のコンベンションホールに
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7.2
7.4
7.11
7.14
7.15
7.16
7.17
7.18
7.18
7.23
7.23
7.23
7.23
7.24
7.25
7.28
7.29
7.29
7.29
7.30
7.31
8.4
8.5
8.7
8.7
8.8
8.19
8.20
8.21
8.26
8.27
8.27
8.28
9.2
9.2
9.2
9.4
9.8
9.10
9.10
9.11
9.11
9.12
9.16
9.16
9.17
9.18
9.24
9.24
9.24
9.25
9.30
9.30

資格制度委員会/施工管理技術者試験部会
記念事業委員会
国際委員会
技術委員会/免震設計部会/入力地震動小委員会
運営委員会
技術委員会/耐風設計部会/風応答評価法WG
普及委員会/戸建住宅部会/免震住宅推進WG
記念事業委員会/市民イベント実施部会
技術委員会/防耐火部会/オイルダンパー耐火性能WG
普及委員会/出版部会/「MENSHIN」61号編集WG
普及委員会/出版部会
技術委員会/耐風設計部会/免震部材WG
技術委員会/耐風設計部会
記念事業委員会/広報部会
技術委員会/免震設計部会/設計小委員会
技術委員会/免震部材部会/ダンパー小委員会
技術委員会/防耐火部会
技術委員会/防耐火部会/オイルダンパー耐火性能WG
資格制度委員会/運営幹事会
技術委員会/応答制御部会/制振部材品質基準小委員会
技術委員会/免震部材部会/アイソレータ小委員会
技術委員会/施工部会
技術委員会/免震設計部会/設計支援ソフト小委員会
技術委員会/運営幹事会
建築計画委員会
記念事業委員会/市民イベント実施部会
技術委員会/耐風設計部会/風応答評価法WG
資格制度委員会/施工管理技術者試験部会
技術委員会/免震設計部会/入力地震動小委員会
運営委員会
技術委員会/「免震建物の建築・設備標準」作成WG
普及委員会/社会環境部会
技術委員会/耐風設計部会/免震部材WG/すべり・転がり支承SWG
技術委員会/防耐火部会
技術委員会/防耐火部会/オイルダンパー耐火性能WG
資格制度委員会/運営幹事会
技術委員会/免震設計部会/設計小委員会
資格制度委員会/施工管理技術者審査部会
技術委員会/防耐火部会/標準試験体WG
普及委員会/戸建住宅部会/免震住宅推進WG
普及委員会/教育普及部会/9月18日～20日開催「免震フェア2008」WG
技術委員会/免震部材部会/アイソレータ小委員会
国際委員会
技術委員会/耐風設計部会/免震部材WG
技術委員会/耐風設計部会・風応答評価法WG合同
技術委員会/施工部会
建築計画委員会
技術委員会/「免震建物の建築・設備標準」作成WG
技術委員会/免震設計部会/入力地震動小委員会
技術委員会/応答制御部会/制振部材品質基準小委員会
技術委員会/免震部材部会/ダンパー小委員会
技術委員会/防耐火部会
技術委員会/防耐火部会/オイルダンパー耐火性能WG

建築家会館3F小会議室
事務局

建築家会館3F小会議室
事務局
〃
〃
〃
〃

建築家会館3F小会議室
事務局
〃

建築家会館3F大会議室
〃

事務局
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

建築家会館3F小会議室
事務局
〃
〃
〃

建築家会館3F小会議室
事務局
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

建築家会館3F性能評価室
事務局

建築家会館3F小会議室
事務局
〃
〃
〃
〃
〃

建築家会館3F大会議室
事務局
〃
〃

7
10
5
11
12
4
10
11
8
5
12
16
7
5
9
6
19
12
8
7
14
11
6
9
3
10
5
8
12
10
8
5
6
19
10
9
7
3
9
8
3
11
6
15
8
11
2
8
9
7
7
17
10

日付 委員会名 開催場所 人数

委員会活動報告（2008.7.1～2008.9.30）
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会員動向

会員種別 会員名 業種または所属

入　会

会員数 名誉会員 1名
（2008年9月30日現在）

 第1種正会員 105社

 第2種正会員 170名

 賛助会員 71社

 特別会員 6団体

賛助会員 建設業/建築

メーカー/建築材料
（床、壁EXP.jカバー）

㈱協進社

㈱新高製作所
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会員動向

入会のご案内

会員の特典など

入会ご希望の方は、次項の申込書に所定事項をご記入の上、事務局までご郵送下さい。
入会は、理事会に諮られます。理事会での承認後、入会通知書・請求書・資料をお送りします。

お分かりにならない点などがありましたら、事務局にお尋ねください

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前2-3-18 JIA館2階

社団法人日本免震構造協会事務局

TEL：03-5775-5432 
FAX：03-5775-5434
E-mail：jssi@jssi.or.jp

会員種別 入会金 年会費

300,000円
（1口）
300,000円

免震構造に関する学術経験を有する者で、本協
会の目的に賛同して入会した個人
理事の推薦が必要です

5,000円 5,000円

免震構造に関する事業を行う者で、本協会の事
業を賛助するために入会した法人

100,000円 100,000円

本協会の事業に関係のある団体で入会したもの

第1種正会員

第2種正会員

賛助会員

特別会員

免震構造に関する事業を行う者で、本協会の目
的に賛同して入会した法人

別　途 ―

総会での
議決権

会誌送付部数 講習会・書籍等

有／1票
4冊／1口
10冊／2口
20冊／3口

会員価格

有／1票 1冊 会員価格

無 2冊 会員価格

第1種正会員

第2種正会員

賛助会員

委員会
委員長

可

可

不可

委員会
委　員

可

可

可
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社団法人日本免震構造協会 入会申込書〔記入要領〕

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前2-3-18  JIA館 2階

社団法人日本免震構造協会事務局

TEL：03-5775-5432
FAX：03-5775-5434
E-mail：jssi@jssi.or.jp

第１種正会員・賛助会員・特別会員への入会は、次頁の申込み用紙に記入後、郵便にてお送り

下さい。入会の承認は、理事会の承認を得て入会通知書をお送りします。その際に、請求書・

資料（協会出版物等）を同封します。

２．代表名とは、下記の①または②のいずれかになります

３．担当者は、当協会からの全ての情報・資料着信の窓口になります。

４．建築関連加入団体名

５．業種：該当箇所に○をつけて下さい。｛　　　｝欄にあてはまる場合も○をつけて下さい

６．入会事由・・・例えば、免震関連の事業展開・○○氏の紹介など。

例えば・・・・・・総会の案内・フォーラム・講習会・見学会の案内・会誌「ＭＥＮＳＨＩＮ」・会

３団体までご記入下さい。

その他は（　　　）内に具体的にお書き下さい。

費請求書などの受け取り窓口

１．法人名（口数）・・・口数記入は、第１種正会員のみです。

記載事項についてお分かりにならない点などがありましたら、事務局にお尋ねください。

第１種正会員につきましては、申込み用紙の代表権欄の代表権者または指定代理人の□に　を

①代表権者　・・・法人（会社）の代表権を有する人

例えば、代表権者としての代表取締役・代表取締役社長等

こちらの場合は、別紙の指定代理人通知（代表者登録）に記入後、申込書と併せて送付し

て下さい。

②指定代理人・・・代表権者から、指定を受けた者

入れて下さい。
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氏　　　名

所属・役職

担当者

代表者

法　人　名（口　数）

□代表権者

□指定代理人

業種

○をお付けください

会員種別
○をお付けください

申　込　日（西暦）

申込書は、郵便にてお送り下さい。

資本金・従業員数

設立年月日（西暦）

建築関係加入団体名

入会事由

住　　　所
（勤務先）

ふ  り  が  な

氏　　　名

所属・役職

住　　　所
（勤務先）

ふ  り  が  な

ふ　り　が　な

年　　　　　月　　　　　日

万円　　・ 人

A：建設業

B：設計事務所 

C：メーカー

D：ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

E：その他

a.総合　b.建築　c.土木　d.設備　e.住宅　f.プレハブ

a.総合　b.専業　｛1.意匠　2.構造　3.設備｝

a.免震材料　｛1.アイソレータ　2.ダンパー　3.配管継手

　　　　　　4.EXP.J　5.周辺部材｝

b.建築材料（　　　　　）　c.その他（　　　　　   ）

a.建築　b,土木　c.ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ　d.その他（　　　 　）

a.不動産　b,商社　c.事業団　d.その他（　　  　　  ）

*会員コード
*入会承認日

*本協会で記入します。

第1種正会員

〒

〒

E-mail

－ FAX－ － －

FAX － －

賛助会員 特別会員

（　　　　口）

印

印

年　　　月　　日 月　　　　日

※貴社、会社案内を1部添付してください

E-mail

－ －

社団法人日本免震構造協会 入会申込書
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社団法人日本免震構造協会「免震普及会」に関する規約

平成11年2月23日
規約第1号

　社団法人日本免震構造協会免震普及会（以下

「本会」という。）は、社団法人日本免震構造

協会（以下「本協会」という。）の事業目的と

する免震構造の調査研究、技術開発等について

本協会の会報及び活動状況の情報提供・交流を

図る機関誌としての会誌「MENSHIN」及び関

連事業によって、免震構造に関する業務の伸展

に寄与し、本協会とともに免震建築の普及推進

に資することを目的とする。

第１（目的）

　入会手続きの完了した者は、本会員として名

簿に登載し、本会員資格を取得する。

第７（登録）

　本会の目的違背行為、詐称等及び納入金不

履行の場合は、本会会員の資格喪失するもの

とする。

第８（資格喪失）

　本会員は、本協会の会員に準じて、次のよ

うな特典等を享受することができる。

　① 刊行物の特典頒付

　② 講習会等の特典参加

　③ 見学会等の特典参加

　④ その他

第１０（会員の特典）

　本会の目的達成のため及び本会員の向上の

措置として、セミナー等の企画実施を図るも

のとする。

第１１（企画実施）

　日本免震構造協会会誌会員は、設立許可日

より、この規約に依る「社団法人日本免震構

造協会免震普及会」の会員となる。

附則

　会誌は、１部発行毎に配付する。

第９（会誌配付）

　本会員になろうとする者（個人又は法人）は、

所定の入会申込書により申込手続きをするもの

とする。

第３（入会手続き）

　会員となる者は、予め、入会金として１万円

納付するものとする。

第５（入会金）

　納入した会費及び入会金は、返却しないもの

とする。

第６（納入金不返還）

　会費は、年額１万円とする。会費は、毎年度

前に全額前納するものとする。

第４（会費）

　本会を「（社）日本免震構造協会免震普及会」

といい、本会員を「（社）日本免震構造協会免震

普及会会員」という。

第２（名称）
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社団法人日本免震構造協会「免震普及会」入会申込書

申込書は、郵便にてお送り下さい。

申　込　日

氏　　　名
ふ　り　が　な

勤　務　先

自　　　宅

連　絡　先

住　　　所

連　絡　先 TEL（　　　　）　　　　　－

FAX（　　　　）　　　　　－

TEL（　　　　）　　　　　－

FAX（　　　　）　　　　　－

会　社　名

（西暦） 年　　　月　　　日 月　　　　日

印

所属・役職

住　　　所

〒　　　－

A：建設業　　 B：設計事務所 　　C：メーカー（　　　　　　　  ）

A：勤務先　　　 B：自　宅

D：コンサルタント　　 E：その他（　　　　　　　  　　　　　　）

〒　　－

業　　　種

会誌送付先

*コード

*入会承認日

*本協会で記入します。

該当箇所に○を

お付けください

該当箇所に○を

お付けください

業種Cの括弧内

には、分野を記

入してください
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会員登録内容に変更がありましたら、下記の用紙にご記入の上FAXにてご返送ください。

●登録内容項目に○をおつけください

1．担当者　　2．勤務先　　3．所属　　4．勤務先住所

5．電話番号　　6．FAX番号　　7．E-mail　　8．その他（　　　　　　　　　　）

送信先　社団法人日本免震構造協会事務局 宛

F A X　 0 3 － 5 7 7 5 － 5 4 3 4

※代表者が本会の役員の場合は、届け出が別になりますので事務局までご連絡下さい。

送付日（西暦） 年　　　月　　　日

会員登録内容変更届

会 社 名

（ ふりがな ）

担 当 者

勤務先住所

会 員 種 別 ：

発 信 者 ：

勤 務 先 ：

T E L ：

所 属

T E L

F A X

E - m a i l

第1種正会員　　第2種正会員　　賛助会員　　特別会員　　免震普及会

〒　　　　　－

（　　　　　）

（　　　　　）

●変更する内容
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去る平成20年9月29日、秋雨の降る中、帝国ホ

テル孔雀の間において、当協会岸園副会長（オ

イレス工業最高顧問）のお別れの会が、しめやか

に執り行われました。

8月28日に76歳で永眠されたとの訃報に接して

早くもひと月が過ぎようとしていましたが、この

知らせを受けるまでは信じられない気持ちでし

た。目に浮かぶのは胸を張って元気に理事会に出

席されていたお姿であり、そして若い者を寄せ付

けないパワーのあるゴルフ場でのプレー振りで

す。急な社用などがない限り、JSSIのコンペには

必ず出場され、たびたび上位入賞を果たし、終了

後の懇親会では故郷鹿児島の焼酎を飲みながら、

楽しいひと時を過ごされていました。

オイレス工業では常に中心的な存在として活

躍され、社業の発展に尽くしてこられました。

創業間もなく入社されてからは、オイルレスベ

アリングの技術開発とその普及に尽力され、平

成12年5月に科学技術庁長官賞を受賞されており

ます。また37年間役員を勤められ、社長、会長

を歴任されて今日の同社の繁栄に大いに貢献し、

平成13年5月には藍綬褒章を受章されました。

建築がご専門ではありませんでしたが、免震

建築については理解を示され、免震関連製品の

製造工場を他社に先駆けて新設するなど、オイ

レス工業を現在のようなメーカーにまで育て上

げ、同社の関係者の支えにもなっていました。

社団法人日本免震構造協会では、平成14年よ

り7年余り副会長として協会運営と免震構造の普

及に尽力されてきました。その他団体役員とし

ては社団法人発明協会、日本商工倶楽部などで

も幅広く活動されておりました。

また故郷鹿児島の三州倶楽部、関東県人会連

合会などでも役員をされるなど、ふるさとを大

切にし、薩摩の出身であることを誇りにしてお

られ、たびたびお話を伺いました。

オイレス工業50年史「日々前進を」の文中で

は、バブル期に不動産投機を一切せず、技術開

発などに積極的に投資し、本業に専念してきた

ことを強調され、自らを技術開発型企業の一人

写真1 岸園副会長

写真2

岸園副会長を偲ぶ
日本建築構造技術者協会　須賀川　勝

の主導者であると執筆されています。各方面で

のご活躍と共に、真のものづくりの先人を失っ

たことを残念に思えてなりません。

ここに謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
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◇講師の御礼
事務局

2008年10月8日「危機管理産業展2008」、11月6日「震災対策技術展」におきまして本協会を代

表して 社会環境部会 委員長（大成建設株式会社）久野　雅祥 氏にご講演をしていただきまし

た。ありがとうございました。

1．「危機管理産業展2008 ルームプレゼンテーション」

「地震リスクを低減する免震構造－地震時、地震後も人命・財産・機能の建物基本性能を

維持する免震構造－」

2．「震災対策技術展　セミナー」

「地震災害の低減に向けた免震技術－最近の地震で実証された免震効果とその免震技術の

解説－」

写真　久野講師
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シンポジウム
増大する地震動レベルと建物の終局耐震性の課題と展望
―地震動と建築物の耐震性との関係を横断的に評価する指標の確立に向けて ―

近年の強震観測網の充実、強震動評価手法の急速な発展に伴い、直下地震特有の破壊的パルスや海溝型の巨大地震
時に大都市圏で発生する長周期地震動など、従来設計で想定されていた振幅レベルや継続時間を大きく上回る地震動
が予測されている。このような設計用レベルを上回る地震動に対し、建物の終局に至るまでの耐震性能を的確に評価
できる応答指標とその限界値を把握することは重要であり、地震被害との関係を論じる上でも急務である。
本シンポジウムは、地震動と建築物の耐震性との関係を横断的に評価することを目標に2007年4月に発足した耐震設

計小委員会・構造物の地震応答評価指標WGが、その評価指標の確立に向けて現状における課題を提示した上でその方
針を問うものである。建築物の耐震設計において対象とすべき直下地震と海溝型地震における地震動の限界値や、それ
らを想定した予測地震動のばらつき幅を評価するとともに、建物応答への影響を議論する。また、地震動が設計で想定
したレベルを上回った際に、建築物に備わる余力を適切に評価するための評価指標を、RC造やS造耐震建物から免震・
制振建物を対象に、横断的に議論する。さらに、地震動と建築物の終局耐震性を総合的に評価するなかで、設計用地震
動と建築耐震設計を横断的に評価できる評価指標を確立するための問題点を整理し、解決に向けて議論を行う。

＜主催＞　日本建築学会構造委員会振動運営委員会耐震設計小委員会
＜後援＞（予定）建築業協会、震災予防協会、日本建築構造技術者協会、日本建築センター、日本建築総合試験所、

日本建築防災協会、日本鋼構造協会、日本コンクリート工学協会、日本地震学会、日本地震工学会、日本
鉄鋼連盟、日本免震構造協会

日時―――2008年12月11日（木） 10：00～18：00
会場―――建築会館ホール（東京都港区芝5－26－20）

【プログラム】（タイトル、時間は変更することもあります）
1．主旨説明 10：00～10：10 北村　春幸

（小委員会・WG主査／東京理科大学）
2．増大する地震動レベルと建物応答 10：10～12：10
2－1 地震タイプ別の地震動特性の分類と限界値 久田　嘉章（工学院大学）
2－2 極限地震動と設計用入力地震動の考え方 壇　　一男（清水建設）
2－3 地震動予測のばらつきと建物応答への影響 永野　正行（東京理科大学）
2－4 実例から見た有効入力動と被害 土方勝一郎（WG幹事／東京電力）

―――――――昼食――――――― 12：10～13：00
3．建築物の終局耐震性と応答評価指標 13：00～15：00
3－1 鋼構造耐震・制震建物の終局耐震性と応答評価指標 北村　春幸（東京理科大学）
3－2 免震構造建物の終局耐震性と応答評価指標 山　峯夫（小委員会幹事／福岡大学）
3－3 RC造建物の終局耐震性と応答評価指標 倉本　　洋（小委員会幹事／大阪大学）
3－4 建築構造物の終局耐震性評価のための応答評価指標 西村　　功（武蔵工業大学）

4．地震動と建築物の終局耐震性の総合評価 15：10～16：40
4－1 地震動予測とその建築耐震設計への活用 翠川　三郎（東京工業大学）
4－2 地震動と建築物の終局耐震性の総合評価 秋山　　宏（日本大学）

5．総合討論 16：50～17：50
6．まとめ 17：50～18：00 田村　和夫（清水建設）

司会：佐藤俊明（WG幹事／清水建設）・内藤幸雄（鹿島建設） 記録：小林正人（明治大学）

定　員―――200名（当日会場先着順）
参加費―――（資料代を含む）

会員5,000円、登録メンバー・後援団体会員5,500円、会員外6,000円、学生3,000円
問合せ―――日本建築学会研究事業グループ　伏見　fushimi@aij.or.jp
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12/4 理事会（JSSI会議室）

12/10 平成20年度免震建物点検技術者講習・試験申込受付締切り

12/16 通信理事会

12/26 業務終了　年末年始の休暇　　12/28～1/4

日 月 火 水 木 金 土

1

8

15

22

2

9

16

23

3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

7

14

21

28

6

13

20

27

2月
2/3 平成21年度年会費請求書送付

2/中旬 理事会（協会会議室）
2/中旬 平成20年度免震建物点検者試験/合格者発表

2/25 会誌「menshin」№63発行
2/27 記念事業/国際アイデアコンペ応募作品提出締め切り
2/27 記念事業/免震構造･制振構造に関わる優秀修士論文賞

応募締め切り

日 月 火 水 木 金 土

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

21

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

12月

日 月 火 水 木 金 土

7

14
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1月
1/5 業務開始

1/15 新年賀詞交歓会（東京：明治記念館）
1/16 通信理事会

1/24 平成20年度免震建物点検者講習・試験（東京：砂防会館）

は、行事予定日など行事予定表（2008年12月～2009年2月）
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震大地震震に備える

免震建築の普及のため、建築主向けに免震構造を分かり易く解説したもの
（約9分）
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  アカデミー ￥1,500

発 行 日 ： 2005年8月
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［日本語版］
価格（税込） ： 会　員 ￥1,500
  非会員 ￥2,000
  アカデミー ￥1,000

発 行 日 ： 2006年11月

価格（税込） ： 会員［特別価格］ ￥5,500
発 行 日 ： 2006年12月

［英語版］

国際委員会は2000年よりCIB（建築研究国際協議会）のTG44
（Performance Evaluation of Buildings with Response Control 
Devices）の活動もしておりましたが、今回その成果として免制
振に関する世界の現状を記した書籍がTaylor&Frances社より出
版されました。各国の技術基準比較と設計・解析方法などの紹
介、免震建物の地震応答観測結果、装置の紹介、各国の設計例
データシートなどが示されている。　　　　　　　　（英語版）

北京オリンピックの開会式では壮大で華やかな

絵巻物が展開された夢の後に、世界を揺るがす

「金融危機」が襲来しました。日本のバブル崩壊と

は違い世界全体に不況の風が舞う事が危惧され、

グローバル企業の減速による不況感が免震建築の

需要減少に繋がることが心配される。

免震協会の可児専務理事が、今般「国土交通大

臣表彰」を受けられました。協会にとっても喜ば

しいことであり、永年建設業及び当協会でのご活

躍が報われ、喜びもひとしおと存じます。益々の

ご活躍をお祈りいたします。

免震協会創立15周年記念事業では、夏休み終盤に

「市民イベント」が開催され、約5,000人の来場者を

迎え盛況でした。市民に免震のしくみを理解しても

らうように親子で楽しめるイベントとなりました。

担当の方々はご苦労と思いますが、免震広報活動と

しては最高のイベントであったと思います。

免震建築訪問で連続した曲面アーチのフォルム

がエレガントな「多摩美術大学図書館」に訪問取

材した今回の編集WGは、岩下、齊木、鳥居、中村、

山添さんの5名の方々でした。御苦労様でした。

出版部会委員長　　加藤　晋平

編集後記
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